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４
月
20
日
に
市
内
全
世
帯
一
斉
に
申

請
書
を
発
送
し
、
同
日
か
ら
受
付
事
務

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
返
送
さ
れ
た
申
請
書
は
、
早
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
給
付
で
き
る
よ
う
口
座
番

号
な
ど
の
記
載
内
容
を
十
分
確
認
し
た

上
で
、
金
融
機
関
に
振
り
込
み
依
頼
を

順
次
進
め
て
い
ま
す
。

　
５
月
28
日
現
在
の
支
給
状
況
は
、
本

市
の
対
象
世
帯
１
４
、
７
９
７
世
帯
の

う
ち
、
す
で
に
１
２
、
５
１
８
世
帯
に

支
給
し
て
お
り
、
給
付
率
は
約
84
％
、

給
付
額
は
５
億
３
８
、
２
８
８
千
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
対
応
と
し
て
は
、
申
請
漏
れ

を
防
ぐ
た
め
、
未
申
請
の
人
に
対
し
て

は
、
申
請
書
を
早
く
提
出
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
市
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
一
人
暮

ら
し
や
高
齢
者
世
帯
に
対
し
て
は
、
関

係
部
局
と
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
啓
発

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
は
、
10
月

20
日
ま
で
で
す
が
、
早
い
時
期
に
給
付

事
務
が
完
了
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　
以
前
か
ら
関
心
の
高
か
っ
た
本
市
内

で
の
高
速
通
信
が
可
能
な
情
報
通
信
基

盤
の
整
備
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
　
に
よ
る
新
規
事
業
の
導

入
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
邑
久
交
換
所
エ
リ
ア

（
電
話
番
号
が
０
８
６
９
―

２
２
と
２
４

の
エ
リ
ア
）
に
対
し
、
次
世
代
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
」
の

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
に
よ
り
、
同

エ
リ
ア
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
は
飛

躍
的
に
改
善
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
伴
う
費
用
に
つ

い
て
は
、
全
額
民
間
事
業
者
の
負
担
で

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
予
定
は
、
平
成
22
年
１
月
を

目
標
に
第
１
次
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
開

始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス

の
開
始
に
伴
い
、
対
象
エ
リ
ア
の
住
民

に
対
す
る
説
明
会
や
周
知
方
法
な
ど
に

つ
い
て
、
今
後
事
業
者
と
協
議
し
な
が

ら
側
面
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

　
４
月
１
日
、
錦
海
塩
田
跡
地
を
所
有

す
る
錦
海
塩
業
株
式
会
社
が
、
多
額
の

負
債
を
抱
え
た
結
果
、
事
業
を
継
続
す

る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
岡
山
地
方
裁

判
所
に
破
産
手
続
き
開
始
の
申
立
て
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
４
月
８
日
付

け
で
岡
山
地
方
裁
判
所
か
ら
破
産
管
財

人
が
選
任
さ
れ
、
破
産
手
続
き
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
と
し
て
は
、
同
社
が
こ
れ
ま
で

行
っ
て
い
た
排
水
ポ
ン
プ
の
稼
動
が
止

ま
っ
た
場
合
、
周
辺
の
民
家
や
農
地
、

工
場
に
浸
水
被
害
が
出
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
代
理
人
の
顧
問
弁
護
士
を
通
じ

破
産
管
財
人
に
連
絡
を
取
り
、
住
民
の

安
全
安
心
が
守
ら
れ
る
よ
う
要
望
書
を

提
出
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
破
産
管
財
人
か
ら
、
排
水

ポ
ン
プ
の
稼
動
と
維
持
管
理
の
問
題
に

つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
施
設
設
備
な
ど
を

市
と
し
て
寄
付
を
受
け
る
用
意
が
あ
る

か
否
か
の
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
該
土
地
が
生
ま
れ
た
性
質
上
、
排

水
ポ
ン
プ
の
稼
動
及
び
そ
の
維
持
管
理

は
、
破
産
し
た
と
は
い
え
、
会
社
の
果

た
す
べ
き
社
会
的
責
任
で
あ
り
、
破
産

管
財
人
と
し
て
の
責
務
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
周
辺
住
民
の
市
民
生
活
、
優
良
な
農

地
、
誘
致
し
た
企
業
施
設
を
浸
水
被
害

か
ら
守
る
こ
と
は
、
重
要
な
行
政
の
責

務
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
庁
内
の
錦
海
塩
田
跡
地

問
題
に
関
係
す
る
部
署
及
び
県
の
担
当

部
署
と
連
絡
を
密
に
し
、
排
水
ポ
ン
プ

及
び
堤
防
の
管
理
を
放
棄
さ
れ
た
場
合

な
ど
、
想
定
で
き
る
具
体
的
な
課
題
や

問
題
点
を
共
有
で
き
る
体
制
に
し
て
い

ま
す
。
合
わ
せ
て
、
国
へ
の
要
望
事
項

や
市
や
県
で
対
応
す
べ
き
事
項
の
確
認

作
業
を
行
い
、
破
産
手
続
き
の
進
捗
状

況
を
踏
ま
え
、
県
の
協
力
を
得
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
は
行
政
だ
け
で
は
判
断
し

に
く
い
法
律
的
な
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

顧
問
弁
護
士
に
助
言
を
求
め
な
が
ら
慎

重
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
件
に
関
連
し
て
、
錦
海

塩
田
に
お
け
る
降
雨
や
ポ
ン
プ
排
水
量

な
ど
水
収
支
の
解
析
、
排
水
ポ
ン
プ
が

停
止
し
た
場
合
の
浸
水
範
囲
に
係
る
被

害
額
の
算
定
調
査
な
ど
排
水
対
策
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
52
年
か

ら
一
般
廃
棄
物
等
処
分
場
と
し
て
、
同

社
か
ら
借
り
受
け
て
い
る
土
地
に
つ
い

て
、
破
産
管
財
人
か
ら
借
地
の
継
続
契

約
は
し
な
い
旨
の
連
絡
を
受
け
た
こ
と

か
ら
、
適
正
閉
鎖
に
向
け
た
取
り
組
み

を
実
施
し
ま
す
。

　
子
育
て
応
援
特
別
手
当
に
つ
い
て
、

定
額
給
付
金
と
同
様
な
給
付
事
務
を
行

っ
て
お
り
、
４
月
20
日
、
対
象
世
帯
に

申
請
書
を
発
送
し
、
同
日
か
ら
受
付
事

務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
支
給
状
況
に
つ
い
て
は
、
５
月
１
日

に
１
回
目
の
振
り
込
み
を
行
い
、
以
降

５
月
28
日
現
在
ま
で
、
本
市
の
対
象
世

帯
５
１
１
世
帯
の
う
ち
４
０
５
世
帯
に

支
給
し
て
い
ま
す
。
給
付
率
は
約
79
％
、

給
付
額
は
１
５
、
６
６
０
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
未
申
請
の
人
に
対
し
て
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
広
報
紙
で
申
請
の

啓
発
を
行
う
予
定
で
す
が
、
状
況
に
よ

っ
て
は
、
個
別
に
再
通
知
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
応
援
特
別
手
当
も
、
定
額
給

付
金
と
同
様
に
、
申
請
期
限
は
10
月
20

日
ま
で
で
す
が
、
早
期
の
給
付
事
務
の

完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　
岡
山
県
で
は
、
４
月
28
日
に
第
１
回

目
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部

会
議
を
開
催
し
、
同
時
に
各
保
健
所
に

初
期
相
談
に
応
じ
る
発
熱
相
談
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
市
幹
部
職
員
に
よ
る
対
策

会
議
、
関
連
各
課
に
よ
る
連
絡
会
議
な

ど
を
開
催
し
、
県
か
ら
の
指
導
に
基
づ

き
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
県
の
対
応
は
、
ま
ん
延

国
、
国
内
発
生
地
域
か
ら
帰
岡
し
、
発

熱
な
ど
の
症
状
が
出
た
場
合
に
、
各
保

健
所
に
設
置
さ
れ
た
発
熱
相
談
セ
ン
タ

ー
に
問
い
合
わ
せ
を
し
、
そ
の
指
示
に

よ
り
指
定
す
る
医
療
機
関
で
検
査
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
対
策
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載

し
、
市
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
の
保
護
者
に
対
し
て
同
様
の
文

書
を
配
布
し
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
入
手
困
難
な
状
況

に
あ
る
感
染
予
防
の
た
め
の
マ
ス
ク
を

は
じ
め
手
袋
、
ガ
ウ
ン
、
消
毒
薬
な
ど

を
障
害
者
、
高
齢
者
な
ど
い
わ
ゆ
る
災

害
弱
者
の
皆
さ
ん
の
支
援
用
に
緊
急
的

に
購
入
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
国
、
県
の
指
導

の
下
、
全
庁
的
な
問
題
と
し
て
状
況
に

応
じ
た
適
切
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
で
「
メ
リ
ハ
リ
」
の
あ
る
歳
出
を

行
財
政
改
革
で
「
メ
リ
ハ
リ
」
の
あ
る
歳
出
を

６
月
定
例
議
会
が
６
月
１
日
か
ら
開
か
れ
、
日
下
英
男
市
長
職
務
代
理
者
と
日
下
弘
海
教
育
長
が

６
月
定
例
議
会
が
６
月
１
日
か
ら
開
か
れ
、
日
下
英
男
市
長
職
務
代
理
者
と
日
下
弘
海
教
育
長
が

行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

６
月
定
例
議
会
が
６
月
１
日
か
ら
開
か
れ
、
日
下
英
男
市
長
職
務
代
理
者
と
日
下
弘
海
教
育
長
が

行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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老
朽
化
が
進
み
、
改
修
の
要
望
が
強

か
っ
た
牛
窓
町
関
町
の
前
島
フ
ェ
リ
ー

発
着
場
を
含
む
物
揚
場
護
岸
の
改
修
工

事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
牛
窓
港
を
管
理
す
る
岡
山
県
が
、
今

年
度
か
ら
物
揚
場
護
岸
約
１
２
０
ｍ
の

改
修
工
事
に
着
手
し
、
計
画
で
は
前
島

フ
ェ
リ
ー
発
着
場
か
ら
西
側
約
80
ｍ
を

平
成
21
年
度
に
整
備
し
、
そ
の
後
フ
ェ

リ
ー
着
岸
施
設
を
含
め
た
護
岸
整
備
を

実
施
し
ま
す
。

　
全
体
の
完
成
は
、
平
成
23
年
度
末
の

予
定
と
な
り
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
フ
ェ
リ
ー
発
着
場

が
牛
窓
町
漁
協
西
側
の
県
営
桟
橋
に
移

設
さ
れ
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　

　
建
設
改
良
事
業
の
う
ち
、
邑
久
町
下

笠
加
地
内
の
石
綿
管
布
設
替
工
事
及
び

長
船
町
土
師
地
内
の
送
水
管
布
設
工
事

に
つ
い
て
、
設
計
業
務
委
託
が
完
了
次

第
発
注
し
ま
す
。

　
ま
た
、
邑
久
処
理
区
公
共
下
水
道
工

事
に
伴
う
配
水
管
布
設
替
工
事
（
岡
南

団
地
、
和
幸
団
地
、
金
重
団
地
）
及
び

農
業
集
落
排
水
事
業
（
庄
田
地
区
）
に

伴
う
配
水
管
布
設
替
工
事
を
行
う
予
定

で
す
。

　
浄
水
場
関
係
で
は
、
福
山
浄
水
場
の

浄
水
施
設
耐
震
診
断
業
務
委
託
を
行
い

ま
す
。
今
後
も
老
朽
施
設
の
修
繕
や
更

新
を
行
い
、
引
き
続
き
安
全
な
水
道
水

の
安
定
供
給
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
邑
久
処
理
区
で
は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー

第
１
期
工
事
の
一
部
が
す
で
に
完
成
し

て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
一
部
地
域
の
供
用
を
開
始

し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
場
内
整
備

工
事
及
び
汚
泥
処
理
設
備
工
事
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
度
施
工
予
定
の
山
田
庄
、

福
元
地
内
の
管
渠
工
事
に
つ
い
て
も
発

注
を
行
う
予
定
で
す
。

　
牛
窓
処
理
区
に
つ
い
て
は
、
牛
窓
、

長
浜
地
内
の
管
渠
工
事
を
今
後
行
う
予

定
で
す
。

　
長
船
中
央
処
理
区
で
は
、
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
土
木
建
築
工
事
及
び
水
処
理
設

備
の
機
械
電
気
工
事
を
施
工
中
で
、
今

後
、
場
内
整
備
工
事
、
汚
泥
処
理
設
備

工
事
及
び
服
部
地
内
の
管
渠
工
事
を
行

う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
長
船
中
央
幹
線
の
建
設
工
事

に
つ
い
て
は
、
日
本
下
水
道
事
業
団
に

委
託
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
病
院
で
は
、
経
営
の
効
率
化
と

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
院
外

処
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
薬
事
法
に
よ
り
本
市
が
直
接
、
調

剤
薬
局
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
事
業
者

に
土
地
の
貸
し
付
け
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
利
用
者
の
利

便
性
や
法
的
な
面
も
考
慮
し
た
結
果
、

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を

得
て
、
市
民
病
院
が
駐
車
場
と
し
て
利

用
し
て
い
る
土
地
の
一
部
を
同
協
議
会

へ
無
償
譲
渡
し
、
そ
の
後
、
同
協
議
会

　

か
ら
当
該
事
業
者
に
土
地
の
貸
し
付
け

が
行
え
る
よ
う
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
既
存
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
期
限
が
平
成
23
年
５
月
31
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
、
設
置
推
進
に
つ
い

て
、
一
昨
年
か
ら
市
広
報
紙
や
防
火
指

導
な
ど
の
機
会
に
早
期
設
置
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
が
、
未
設
置
の
住
宅
が
多

い
の
が
現
状
で
す
。

　
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
上

で
極
め
て
重
要
な
課
題
と
し
て
、
今
後

も
関
係
者
と
連
携
し
て
地
域
社
会
に
密

着
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
早
期
設
置
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　　
学
校
施
設
な
ど
の
耐
震
化
計
画
に
つ

い
て
は
、
耐
震
診
断
結
果
に
基
づ
き
す

で
に
耐
震
化
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
一
部
前
倒
し
で
補
強
工
事
を
実
施
す

る
建
物
が
あ
り
ま
す
が
、
Is
値
０
・
３

未
満
の
建
物
は
、
平
成
22
年
度
末
に
補

強
完
了
し
、
平
成
24
年
度
末
に
す
べ
て

の
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
完
了
す
る
計

画
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
予
定
し
て
い
る
牛
窓
東
小
学

校
校
舎
、
牛
窓
北
小
学
校
校
舎
、
邑
久
小

学
校
体
育
館
、
長
船
中
学
校
技
術
教
室

棟
の
耐
震
補
強
に
伴
う
実
施
設
計
に
つ

い
て
は
、
５
月
８
日
に
入
札
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
委
託
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
牛
窓
東
小
学
校
体
育
館
の
補

強
工
事
に
つ
い
て
も
こ
れ
か
ら
入
札
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
Is
値
０
・
３
未

満
と
な
っ
た
邑
久
小
学
校
校
舎
４
棟
、

今
城
小
学
校
体
育
館
、
玉
津
小
学
校
体

育
館
に
つ
い
て
も
、
今
後
耐
震
補
強
実

施
設
計
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
（
仮
称
）
及
び

牛
窓
町
公
民
館
図
書
室
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
、
４
月
20
日
に
建
設
に
伴
う
工

事
監
理
業
務
の
入
札
を
行
い
ま
し
た
。

　
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
過

疎
対
策
室
所
管
の
地
域
間
交
流
施
設
整

備
事
業
費
補
助
金
の
交
付
申
請
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
国
か
ら
交
付
決
定
通
知
が
あ

り
次
第
、
早
急
に
入
札
の
準
備
を
進
め
、

今
年
度
中
の
工
事
完
了
を
目
指
す
予
定

で
す
。

住宅用火災警報器

45

教
育
委
員
会
部
局

安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
力

邑
久
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
伴
い

一
部
地
域
の
供
用
を
開
始

経
営
の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
院
外
処
方
を
検
討

既
存
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
早
期
設
置
を
推
進

平
成
24
年
度
末
ま
で
に
す
べ
て
の
学

校
施
設
の
耐
震
化
工
事
を
完
了

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
（
仮
称
）
及
び

牛
窓
町
公
民
館
図
書
室
の
進
捗
状
況

牛
窓
港
の
護
岸
改
修
工
事
に
伴
い
、

前
島
フ
ェ
リ
ー
発
着
場
が
移
設

行政報告特  集

悪質な訪問販売などには、十分ご
注意ください

供用が開始された邑久浄化センター

老朽化が進む前島フェリー発着場付近の物揚場護岸

島
村
俊
一
前
市
長
退
職
に
伴
う
　

　
瀬
戸
内
市
長
選
挙
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

　
島
村
俊
一
前
市
長
は
、
４
月
下
旬

に
体
調
を
崩
し
、
岡
山
市
内
の
病
院

に
入
院
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
早
期
の
復
帰
を
目
指
し

て
、
治
療
に
専
念
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
市
政
に
こ
れ
以
上
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
は
し
の
び
な
い
」
と
判
断
し
、

６
月
８
日
、
松
本
和
生
市
議
会
議
長

に
辞
職
願
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
６
月
９
日
、
瀬
戸
内
市
議
会
は
、

市
長
の
辞
職
に
同
意
。
正
式
に
島
村

前
市
長
の
退
職
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
同
日
開
催
さ
れ
た

瀬
戸
内
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い

て
、
瀬
戸
内
市
長
選
挙
の
日
程
が
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
瀬
戸
内
市
長
選
挙

・
告
示
日

　
７
月
12
日
（
日
）

・
選
挙
期
日
（
投
開
票
日
）

　
７
月
19
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

０
７
９
２
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政党名 得票数候補者氏名

日本共産党

公明党

無所属

無所属

日本共産党

無所属

公明党

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

島津　幸枝

河本　裕志

松本　和生

室　　陸海

厚東　晃央

堤　　幸彦

久保木　彰

石原　芳高

原野　健一

竹原　　幹

中村　勝行

馬場　政　

日下　敏久

廣田　　均

平原　順二

小谷　和志

茂成　敏男

木下　哲夫

小野田　光

森下　博志

柴田　  巧

田中　伸五

奥村　隆幸

木村　　武

藤本　義光

得票合計

1,286

1,172

1,132

1,107

1,037

1,024

1,021

1,007

1,005

937

898

877

875

848

842

831

826

814

812

751

743

709

681

618

443

22,296

有効投票数

無効投票数

投票総数

有権者総数

投票者総数

投票率

22,296

260

22,556

31,936

22,556

70.63%

新
市
議
22
人
が
決
ま
り
ま
し
た

瀬
戸
内
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
結
果

減らそう、岡山方面への
軽症患者の救急搬送
平成20年中岡山赤十字病院へ７４人

■症状の軽い人は、近くの市民病院などへ
　平成２０年中（１月～１２月）の瀬戸内市消防

本部の救急搬送状況を見ると、グラフ①のよう

に全搬送人数１,３７６人のうち岡山方面が６２９人

（４５.７％）で最も多く、次いで瀬戸内市民病

院が４２３人（３０.７％）、西大寺方面が２６１人

（１９.０％)となっています。

　次にグラフ②で平成19年中との搬送人数の比

較を見ると、瀬戸内市民病院への搬送人数は、約

１.６倍となっています。その他、３つの病院が

微増していますが、他は減少しています。

 グラフ③で平成２０年中の病院別重症度別搬送

人数を見ると、岡山方面で高度な救急医療を担

う岡山赤十字病院へ、瀬戸内市から軽症患者７

４人が搬送されており、赤十字病院の高度な治

療を必要とする重症患者への対応が困難になっ

てきています。比較的症状の軽い人はできるだ

け市民病院など近隣の病院で救急搬送を受け入

れたいと思いますので、市民の皆さんのご理解

とご協力をお願いします。

木下　哲夫
65歳・邑久町尻海

竹原　幹
59歳・長船町八日市

馬場　政　
53歳・邑久町本庄

松本　和生
39歳・邑久町虫明

厚東　晃央
35歳・邑久町山田庄

67

市議会議員選挙の
開票結果（敬称略）

議員一覧 （50音順・敬称略）

石原　芳高
39歳・長船町長船

河本　裕志
50歳・長船町服部

茂成　敏男
77歳・長船町服部

島津　幸枝
33歳・邑久町豊原

田中　伸五
61歳・邑久町大窪

中村　勝行
61歳・牛窓町牛窓

原野　健一
54歳・牛窓町長浜

廣田　均
56歳・牛窓町鹿忍

室　　陸海
64歳・邑久町山田庄

日下　敏久
60歳・邑久町向山

小谷　和志
49歳・長船町西須恵

議　長に松本和生さん

副議長に石原芳高さん

　市議会は、６月１日、議会を開催し、議長に松本和生さん、

副議長に石原芳高さんを選出しました。 森下　博志
60歳・邑久町福元

700

600

500

400

300

0 100 200 300 400 450

人数

200

100

260

213
189

232
179

147
102
119

94
54

43

32

49
35

70
35
52

27
29
26
39

23
35

19
11
11
11
10

3
6

55
44

57
58

38

52

63

423

方面

人数

病院名

0
岡
山
方
面

市
民
病
院

西
大
寺
方
面

そ
の
他

①H20年中　方面別重症度救急搬送人数

②病院別搬送人数の比較 ③Ｈ20年中　病院別重症度別搬送状況

629

423

261

63

238

232

157
49

187

148

105

95

59

39

2

2

1
19
29
14

その他
軽症
中等症
重症

瀬戸内市民病院

岡山A病院

岡山赤十字病院

西大寺B病院

西大寺C病院

西大寺D病院

岡山E病院

岡山F病院

市立備前病院

岡山G病院

岡山H病院

岡山大学病院

岡山労災病院

その他

ドクターヘリ

不搬送

国立岡山医療
センター

東部脳神経
外科岡山

Ｈ19年中

Ｈ20年中
岡山市立
市民病院

0 100 200 300 400 450

人数

病院名

瀬戸内市民病院

岡山A病院

岡山赤十字病院

西大寺B病院

西大寺C病院

西大寺D病院

岡山E病院

岡山F病院

市立備前病院

岡山G病院

岡山H病院

岡山大学病院

岡山労災病院

その他

ドクターヘリ

不搬送

国立岡山医療
センター

東部脳神経
外科岡山

岡山市立
市民病院

74人 重症

中等症

軽症

その他

●市民に信頼される病院を目指して　　　　瀬戸内市民病院●●市民に信頼される病院を目指して　　　　瀬戸内市民病院●

小野田　光
48歳・邑久町福谷

柴田　巧
65歳・牛窓町鹿忍

堤　幸彦
73歳・長船町磯上

平原　順二
66歳・長船町福岡

久保木　彰
61歳・牛窓町牛窓
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身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害

の
あ
る
人
に
、
申
請
に
よ
り
各
種
の
手

帳
を
交
付
し
ま
す
。
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
障
害
の
程
度
・
内
容
な
ど
で
、

医
療
費
の
助
成
、
公
共
料
金
な
ど
の
割

り
引
き
、
補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
の

交
付
、
税
の
軽
減
、
公
共
交
通
機
関
や

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
場
合
に
運
賃
の

割
り
引
き
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

医
療
費
の
助
成

●
障
害
者
自
立
支
援
医
療

▽
更
生
医
療

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

が
、
障
害
の
更
生
の
た
め
、
治
療
・
手

術
を
受
け
る
と
き
、
治
療
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
事
前
に
申
請
が
必
要
で

す
。

▽
精
神
通
院
医
療

　
精
神
障
害
の
あ
る
人
が
、
病
院
な
ど

に
通
院
す
る
場
合
、
医
療
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
医
療
保
険
と
公
費
で
助
成

し
ま
す
。

●
心
身
障
害
者
医
療
費
公
費
負
担
制
度

　
身
体
障
害
者
が
、
病
院
な
ど
で
診
察

を
受
け
た
場
合
に
、
健
康
保
険
の
自
己

負
担
額
か
ら
一
部
負
担
金
を
引
い
た
額

を
公
費
で
助
成
し
ま
す
。
な
お
、
所
得

額
で
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
【
心
身
障
害
者
医
療
費
の
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
市
民
課

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

３
９
５
８

障
害
の
あ
る
人
の
手
当
な
ど

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
身
体
や
精
神
に
中
度
以
上
の
障
害
の

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
育
て
て
い
る

父
母
か
養
育
者
に
、
手
当
を
支
給
し
ま

す
。
た
だ
し
、
所
得
額
で
制
限
が
あ
り

ま
す
。

●
特
別
障
害
者
手
当

　
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
在

宅
の
最
重
度
障
害
が
あ
る
人
に
、
手
当

を
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
額
で

制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
障
害
児
福
祉
手
当

　
在
宅
で
重
度
の
障
害
の
あ
る
児
童
に

手
当
を
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得

額
で
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
障
害
児
福
祉
年
金
の
支
給

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級

・
療
育
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
〜
２
級

　
右
記
の
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
持
っ
て

い
る
20
歳
未
満
の
人
で
、
基
準
日
（
毎

年
４
月
１
日
）
に
１
年
以
上
市
内
に
居

住
し
て
い
る
人
に
、
年
金
を
支
給
し
ま

す
。
障
害
の
程
度
な
ど
で
、
金
額
を
決

定
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
の
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス

●
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

　
自
宅
で
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
の
介

護
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
短
期
入
所

　
短
期
間
、
夜
間
も
含
め
施
設
で
入
浴
、

排
せ
つ
、
食
事
の
介
護
な
ど
を
行
い
ま

す
。

●
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
障
害
児
に
、
日
常
生
活
に
お
け
る
基

本
的
な
動
作
の
指
導
、
集
団
生
活
へ
の

適
応
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
生
活
介
護

　
施
設
で
入
浴
や
排
せ
つ
、
食
事
の
介

護
や
創
作
活
動
な
ど
の
機
会
を
提
供
し

ま
す
。

●
就
労
継
続
支
援

　
就
労
や
生
活
活
動
な
ど
の
機
会
を
提

供
し
、
知
識
や
能
力
の
向
上
の
た
め
の

訓
練
を
行
い
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業

●
相
談
支
援

　
障
害
者
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
情
報
を
提
供
し
、
日
常
生
活
や

社
会
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

　
【
相
談
受
付
窓
口
】

　
市
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

９
６
０
０

　携帯電話は便利ですが、使い方に

よっては怖いものです。保護者がも

っと関心を持って、注意深く見守り

ましょう。  

●子どもの携帯電話には、フィルタ

　リングを利用しましょう

　わいせつ画像や出会い系サイトの

ような、子どもたちを犯罪に巻き込

む可能性がある情報が数多くありま

す。違法・有害サイトを見られない

ようにするには、「フィルタリング」

の利用が有効です。携帯電話会社が

無料で提供しています。

●基本的なマナーをしっかりと教え

　ましょう

　子どもに携帯電話を使わせる時に

は、守らせたいルールについて家庭

で話し合って約束をつくりましょう。

●メールのやり取りは、気持ちにゆ

　とりを持ってしましょう

 メールは、受け取ったらすぐに返

事を返さなければならないものでは

ありません。また、相手がどんな状

況か分かりません。すぐに返事がこ

なくても心配しないようにしましょ

う。

■問い合わせ先

　瀬戸内市青少年問題協議会　

　　０８６９－３４－５６０１

　瀬戸内市立青少年育成センター　

　　０８６９－２２－２００９
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７月は青少年健全
育成強調月間です

～非行防止は　
　家庭から～

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

身
体
障
害
者
専
門
相
談
日
　
毎
週
火
曜
日

知
的
障
害
者
専
門
相
談
日
　
毎
週
木
曜
日

い
ず
れ
も
午
後
１
〜
５
時

（
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
相
談
員
の
設
置

　
身
体
障
害
・
知
的
障
害
者
の
更
生
援

護
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
指
導
を
行

う
た
め
、
各
地
域
（
身
体
障
害
…
牛
窓

地
域
２
人
・
邑
久
地
域
６
人
・
長
船
地

域
２
人
、
知
的
障
害
…
各
地
域
１
人
）

に
相
談
員
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

　
聴
覚
障
害
者
に
手
話
通
訳
者
や
要
約

筆
記
者
を
派
遣
し
ま
す
。
事
前
に
申
請

が
必
要
で
す
。

●
移
動
支
援

　
外
出
が
困
難
な
人
に
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。
事
前
に
申
請
が

必
要
で
す
。

●
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま
た
は
、

療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
Ａ
を
持
っ

て
い
る
人
に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
発
行
し
、
タ
ク
シ
ー
基
本
料
金
の
助

成
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
申
請
が
必
要

で
す
。

●
日
中
一
時
支
援

　
日
中
、
見
守
り
が
必
要
な
人
の
見
守

り
や
自
立
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。
事

前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

福
祉
器
具
の
給
付

●
身
体
障
害
者
（
児
）
補
装
具

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
義
手
、
義
足
、
つ
え
、
補
聴
器
、

車
い
す
な
ど
、
日
常
生
活
に
必
要
な
器

具
の
交
付
や
修
理
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
本
人
負
担
は
原
則
１
割
で
す
（
所
得

区
分
に
よ
る
負
担
上
限
額
あ
り
）
。

●
日
常
生
活
用
具
の
給
付

　
身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育
手
帳
を
持

っ
て
い
る
人
な
ど
に
、
入
浴
補
助
用
具
、

歩
行
支
援
用
具
、
火
災
警
報
器
な
ど
、

日
常
生
活
に
必
要
な
用
具
の
給
付
を
し

ま
す
。

 

な
お
、
所
得
税
額
に
応
じ
て
自
己
負

担
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

各
種
助
成
事
業

　
身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育
手
帳
を
持

っ
て
い
る
人
が
社
会
参
加
を
促
進
す
る

た
め
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

▽
身
体
障
害
者
自
動
車
運
転
免
許
取

　
得
・
自
動
車
改
造
助
成

▽
介
護
用
自
動
車
購
入
等
助
成

▽
重
度
身
体
障
害
者
住
宅
改
造
助
成

　
そ
れ
ぞ
れ
に
所
得
の
制
限
や
助
成
金

の
上
限
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
・
申
請
受
付
窓
口

　
市
福
祉
課

　
　
０
８
６
９
―

２
６
―

５
９
４
３

　
市
保
健
福
祉
部
邑
久
分
室

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

１
８
１
０

　
市
裳
掛
出
張
所

　
　
０
８
６
９
―

２
５
―

０
０
０
４

　
市
牛
窓
支
所

　
　
０
８
６
９
―

３
４
―

３
４
３
１

障
害
者
の
皆
さ
ん
に

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す

障
害
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
皆
さ
ん
か
ら
申
請
が

必
要
な
も
の
を
中
心
に
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
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「
市
民
の
手
で
心
を
こ
め
て
　
新

た
な
フ
ェ
ス
へ
　
今
！
」 

を
テ
ー
マ

に
第
21
回
喜
之
助
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
９
瀬
戸
内
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
８
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
８
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所
　
瀬
戸
内
市
中
央
公
民
館
（
旧 

  

　
　
　
邑
久
町
公
民
館
）

▽
観
劇
料
（
２
日
間
共
通
）

　
前
売
券
　
３
歳
〜
中
学
生
５
０
０
円

　
　
　
　  

高
校
生
以
上
　
７
０
０
円

　
当
日
券
　
３
歳
〜
中
学
生
８
０
０
円

　
　
　
　
　
高
校
生
以
上
１
、
０
０
０
円

※
前
売
販
売
期
間
　
７
月
１
日
（
水
）

　
〜
８
月
21
日
（
金
）

▽
前
売
券
取
扱
窓
口
　
瀬
戸
内
市
中
央

　
公
民
館
・
長
船
町
公
民
館
・
牛
窓

　
町
公
民
館
ほ
か

今
年
も
や
り
ま
す
!!
　

　
　
人
形
劇
の
祭
典☆

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

　
喜
之
助
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
市
民

実
行
委
員
会
で
は
、
開
催
日
前
後

の
準
備
や
後
片
付
け
な
ど
を
は
じ
め
、

８
月
22
、
23
日
の
両
日
に
会
場
案
内

や
受
付
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
喜
之
助
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
も
一
緒
に
手
づ
く
り
感

あ
ふ
れ
る
心
の
こ
も
っ
た
喜
之
助

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
せ

ん
か
？

▽
募
集
期
限
　
７
月
21
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
喜
之
助
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
市
民

　
実
行
委
員
会
（
邑
久
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
０
９
０
―
８
２
４
７
―
４
６
８
０

　

　
日
本
国
憲
法
第
14
条

で
は
「
す
べ
て
の
国
民

は
、
法
の
下
に
平
等
で

あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、

性
別
、
社
会
的
身
分
又

は
門
地
に
よ
り
、
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的

関
係
に
お
い
て
、
差
別

さ
れ
な
い
」
と
規
定
さ

れ
、
法
の
下
の
平
等
を

保
証
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
「
人
権
」

に
つ
い
て
考
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解

決
に
向
け
て
主
体
的
に

取
り
組
み
、
す
べ
て
の
人
々
が
か
け
が

え
の
な
い
存
在
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
社

会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

●
人
権
侵
害
の
原
因
と
な
る
「
身
元
調

　
査
」
な
ど
を
拒
否
し
ま
し
ょ
う

　
「
身
元
調
査
」
や
「
聞
き
合
わ
せ
」

は
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
助
長
し
、
基
本

的
人
権
の
侵
害
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
結
婚
や
就

職
時
に
身
元
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
婚
姻
は
、
両
性
の
合
意
の
み
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、
就
職
は
本
人
の
能
力
・
適
性
に
よ

っ
て
採
否
が
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
に
つ
な
が
る
身

元
調
査
な
ど
を
行
わ
な
い
と
と
も
に
、

こ
れ
に
応
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
「
え
せ
同
和
行
為
」
を
排
除
し
ま
し
ょ
う

　
同
和
問
題
を
口
実
に
し
て
、
高
額
な

書
籍
な
ど
の
購
入
強
要
や
不
当
な
金
銭

要
求
な
ど
を
行
う
「
え
せ
同
和
行
為
」

の
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
「
え
せ
同
和
行
為
」
は
、
差
別
意
識

の
解
消
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
効
果
を
一
挙
に
覆
し
、
同
和
問
題

解
決
の
大
き
な
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不
当
な
要
求
に
対

し
て
は
、
相
手
に
付
け
入
る
す
き
を
与

え
ず
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
書
き
込

　
み
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
に
匿

名
性
を
悪
用
し
て
、
誹
謗
・
中
傷
な
ど

無
責
任
な
書
き
込
み
が
な
さ
れ
、
重
大

な
人
権
侵
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
書
き
込
み
に
よ
り
誰
か
が
傷

つ
く
こ
と
も
十
分
に
考
え
て
、
モ
ラ
ル

を
わ
き
ま
え
、
差
別
書
き
込
み
を
根
絶

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
市
民
課
　

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

３
９
２
２

人権の尊重される
　社会の実現に向けて

後期高齢者医療（長寿医療）被保険者証の更新について
現在お持ちの被保険者証の有効期限は、平成21年7月31日までです

　後期高齢者医療（長寿医療）の被保険者証の

有効期限は平成 21年７月 31日となっています

ので、７月下旬に新しい被保険者証（有効期間：

平成21年８月１日～平成 2 2 年７月31日）を送

付します。現在お持ちの被保険者証は、８月１

日以降使用できません。また、個人情報が記載

されていますので、市市民課または各支所・出

張所へ返還するなど、適切に処分してください。

■８月１日時点で判定見直し

　被保険者の皆さんには、医療機関の窓口で、現

在１割または３割（現役並み所得者）の自己負担

をお願いしています。この１割または３割の負担

割合などの判定の見直しは、『平成20年１月１日

から12月 31日までの収入や課税所得』を基に

８月１日時点で行います。判定基準は下表のと

おりです。詳しくは、市市民課または岡山県後期

高齢者医療広域連合までお問い合わせください。

■問い合わせ先

　市市民課

　　０８６９－２２－３９５８

　岡山県後期高齢者医療広域連合

　　０８６－２４５－００９０

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定の更新について

現在お持ちの認定証の有効期限は、平成21年７月31日までです

　市民税非課税世帯に属する被保険者の人は、

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認

定の申請をすることによって、入院時における

自己負担限度額や食事代を減額することができ

ます。

　現在、認定証をお持ちの人は、有効期限が平成

21年７月31日までとなっています。引き続き平成

21年度も該当となる人で、所得や入院日数など

の確認の必要のない人は、申請は必要ありません。

認定証は、被保険者証と併せて送付します。また、

所得や入院日数などの確認の必要のある人につ

いては、申請のご案内を送付しますので、市市民

課または各支所・出張所で再度申請などの手続き

をしてください。

　なお、有効期限の過ぎた減額認定証は、個人

情報が記載されていますので、市市民課または

各支所・出張所へ返還するなど、適切に処分し

てください。

　詳しくは、市市民課または岡

山県後期高齢者医療広域連合ま

でお問い合わせください。

■問い合わせ先

　市市民課　

　　０８６９－２２－３９５８

　岡山県後期高齢者医療広域連合

　　０８６－２４５－００９０

所得判定
対象期間 平成20年１月１日～12月31日の収入や課税所得

●同一世帯の被保険者が、住民税課税所得が１４５万円未満の人

●同一世帯の被保険者が、収入合計額が３８３万円未満（世帯内

　に被保険者が２人以上いる場合は、５２０万円未満）の人※

●世帯内の被保険者が１人であって、住民税課税所得が１４５万

　円以上で収入が３８３万円以上の人で、同一世帯の７０歳以上

　７５歳未満の人も含めた収入合計が５２０万円未満の人※

上記の条件に該当しない人

判定基準

※該当する場合は、必ず申請が必要です。

①１割負担

②３割負担

喜
之
助
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９
瀬
戸
内

10
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大きなキンボールを追いかけ、熱戦を繰り広げました

　
幼
児
教
育
期
の
第
２
子
以
降
の
児
童

に
つ
い
て
、
１
人
当
た
り
３
６
、０
０
０
円

を
支
給
す
る｢

子
育
て
応
援
特
別
手
当｣

の
申
請
を
ま
だ
し
て
い
な
い
対
象
世
帯

に
お
い
て
は
、
以
下
の
注
意
事
項
に
従

い
、
申
請
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
支
給
対
象
児
童

　
平
成
21
年
２
月
１
日
（
「
基
準
日
」

と
い
い
ま
す
）
に
お
い
て
、
３
歳
以
上

18
歳
以
下
（
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平

成
17
年
４
月
１
日
生
）
の
児
童
が
２
人

以
上
い
る
世
帯
の
う
ち
、
第
２
子
以
降

で
あ
る
就
学
前
３
学
年
（
平
成
14
年
４

月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月
１
日
生
）
の

児
童
で
あ
っ
て
、
基
準
日
時
点
で
本
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
、
ま
た
は
外

国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

●
児
童
が
別
居
の
場
合

　
基
準
日
に
お
い
て
、
第
１
子
と
第
２

子
以
降
の
子
（
い
ず
れ
も
平
成
２
年
４

月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月
１
日
生
）
が

別
居
し
て
い
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
子
が

同
一
の
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
れ
ば
（
医

療
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
の
写
し
が
必

要
）、
当
該
第
２
子
以
降
の
子
（
平
成

14
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月
１
日

生
）
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
に
手
当
を

支
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
該
当

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
市
子
育
て

支
援
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
方
法

　
申
請
書
を
対
象
世
帯
へ
４
月
中
旬
に

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限

　
平
成
21
年
10
月
20
日
（
火
）

※
当
日
消
印
有
効

▽
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
市
子
育
て
支
援
課

　
　
０
８
６
９
―

２
６
―

５
９
４
７

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
（
母
子
家
庭
・
父

子
家
庭
・
寡
婦
）
を
対
象
に
、
家
庭
生

活
支
援
員
の
派
遣
を
行
い
、
ひ
と
り
親

家
庭
な
ど
の
生
活
を
支
援
す
る
、
ひ
と

り
親
家
庭
等
生
活
支
援
事
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
生
活
支
援
員

の
派
遣
が
必
要
な
場
合
は
、
審
査
を
行

い
ま
す
の
で
、
申
請
手
続
き
が
必
要
で

す
。
な
お
、
緊
急
の
場
合
は
、
事
務
手

続
き
を
後
か
ら
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
こ
ん
な
場
合
に
利
用
で
き
ま
す

・
父
母
な
ど
が
自
立
に
必
要
な
技
能
修

　
得
の
た
め
の
通
学
又
は
就
職
活
動
を

　
す
る
と
き

・
病
気
、
出
産
、
看
護
、
事
故
、
失
踪
、

　
残
業
、
転
勤
、
出
張
な
ど
社
会
通
念

　
上
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き

・
生
活
環
境
が
激
変
し
、
日
常
生
活
を

　
営
む
の
に
特
に
大
き
な
支
障
が
生
じ

　
て
い
る
と
き

▽
事
業
内
容

・
生
活
援
助
（
食
事
の
支
度
、
掃
除
、　

　
洗
濯
、
子
ど
も
の
世
話
な
ど
、
日
常

　
生
活
に
必
要
な
一
般
的
な
用
務
）

・
子
育
て
支
援
（
子
育
て
に
必
要
な
一

　
般
的
な
保
育
）

※
子
育
て
支
援
は
８
月
よ
り
実
施
予
定

▽
利
用
期
間

　
１
日
当
た
り
８
時
間
を
限
度
と
し
、

週
３
回
以
内
で
、
最
長
３
か
月
ま
で

▽
利
用
負
担
額

　
家
庭
に
お
い
て
子
ど
も
を
養
育
す
る

こ
と
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
場
合

に
、
施
設
に
お
い
て
一
定
期
間
、
養
育
・

保
護
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
と

そ
の
家
庭
の
生
活
を
援
助
す
る
た
め
に
、

児
童
短
期
入
所
生
活
援
助
事
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
審
査
を
行

い
ま
す
の
で
、
申
請
手
続
き
が
必
要
で

す
。
施
設
が
満
員
の
場
合
、
お
断
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
緊
急
の

場
合
は
、
事
務
手
続
き
を
後
か
ら
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
こ
ん
な
場
合
に
利
用
で
き
ま
す

・
保
護
者
が
病
気
の
と
き

・
育
児
疲
れ
、
慢
性
疾
患
の
子
ど
も
の

　
看
病
疲
れ
、
育
児
不
安
な
ど
、
保
護

　
者
の
身
体
上
や
精
神
上
の
理
由

・
出
産
、
看
護
、
事
故
な
ど
の
家
庭
養

　
育
上
の
理
由

・
冠
婚
葬
祭
、
転
勤
、
出
張
や
学
校
行

　
事
へ
の
参
加
な
ど
社
会
的
理
由

・
経
済
的
な
問
題
な
ど
に
よ
り
緊
急
的

　
に
母
子
保
護
を
必
要
と
す
る
場
合

▽
実
施
施
設
（
委
託
先
）

　
２
歳
未
満
の
子
ど
も

　
旭
川
乳
児
院
（
岡
山
市
祇
園
地
先
）

　
２
歳
〜
18
歳
未
満

　
若
松
園
（
岡
山
市
海
吉
）

▽
利
用
期
間
　
原
則
と
し
て
７
日
間

▽
利
用
負
担
額

■
問
い
合
わ
せ
・
利
用
申
込
先

　
市
子
育
て
支
援
課

　
　
０
８
６
９
―

２
６
―

５
９
４
７

異
年
齢
間
の
交
流
を
通
し
て

国
府
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

　
国
府
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
は
、
留
守

家
庭
の
小
学
１
〜
６
年
生
（
国
府
小

学
校
区
）
を
対
象
に
、
遊
び
や
集
団

生
活
の
場
を
提
供
し
、
児
童
の
健
全

な
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
で
毎
日
く
た
く
た
に
な
る

ま
で
遊
ん
だ
り
、
学
ん
だ
り
し
な
が

ら
異
年
齢
の
関
係
の
中
で
成
長
す
る

子
ど
も
た
ち
。
上
の
子
は
下
の
子
の

面
倒
を
見
て
、
下
の
子
は
上
の
子
を

見
習
っ
て
行
動
し
ま
す
。

　「
い
ろ
い
ろ
な
学
年
で
み
ん
な
が

仲
良
く
な
れ
る
。
子
ど
も
が
自
分
た

ち
だ
け
で
人
間
関
係
を
築
き
、
自
立

で
き
る
」
と
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
。

　
オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭
で
の
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
や
キ
ン
ボ
ー
ル
大
会
、
夏

祭
り
な
ど
の
行
事
を
通
し
て
、
保
護

者
や
指
導
員
が
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
喜
び
や
楽
し
み
を
共
有
し
、
い
つ

も
元
気
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
連
絡
先

　
国
府
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

　
　
０
８
６
９
―

２
６
―

６
６
２
１

子育て支援の輪

　このコーナーでは、瀬戸内市子育て支援ネッ
トワークを構成する関係機関・団体・組織など
を紹介します。同ネットワークは、すべての子
どもたちの人権を守り、安心して子どもを生み
育てられる地域づくりを目指します。

～みんなが子育ての一員です～

子
ど
も
の
養
育
や
家
事
な
ど
が
一
時
的
に
困
難
な
と
き
の

子
ど
も
の
養
育
や
家
事
な
ど
が
一
時
的
に
困
難
な
と
き
の

援
助
サ
ー
ビ
ス
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

援
助
サ
ー
ビ
ス
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

子
ど
も
の
養
育
や
家
事
な
ど
が
一
時
的
に
困
難
な
と
き
の

援
助
サ
ー
ビ
ス
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

宿
泊
を
伴
う
一
時
的
な

子
ど
も
の
養
育
を
応
援

児
童
短
期
入
所
生
活
援
助
事
業

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申
請
は

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

お
済
み
で
す
か
？

世帯区分
利用者の負担額
（1時間あたり）

子育て支援 生活援助

0円

70円

150円

0円

150円

300円

生活保護世帯、
市民税非課税世帯

児童扶養手当支給
水準の世帯

上記以外の世帯

子どもの
年令

世帯区分
利用者の負担額
（1日につき）

0円

0円

1,100円

5,400円

0円

0円

1,100円

2,800円

2歳未満

２歳以上
18歳未満

生活保護世帯

生活保護世帯

ひとり親家庭ほか

その他の世帯

その他の世帯

その他の世帯

その他の世帯

ひとり親家庭ほか

市民税非課
税世帯

市民税非課
税世帯

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

ひ
と
り
親
家
庭
の
一
時
的
な

子
ど
も
の
養
育
・
家
事
を
応
援

ひ
と
り
親
家
庭
等
生
活
支
援
事
業

※子育て支援は、最低２時間からの利用となります。
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毎
年
６
〜
８
月
に
か
け
て
、

子
ど
も
の
悲
惨
な
水
難
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

◇
幼
い
子
ど
も
は
、
思
わ
ぬ
行

　
動
を
と
り
ま
す
。
海
や
川
な

　
ど
で
は
、
子
ど
も
か
ら
絶
対

　
に
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し

　
ま
し
ょ
う
。

◇
子
ど
も
に
普
段
か
ら
危
険
な

　
用
水
や
た
め
池
な
ど
を
具
体

　
的
に
教
え
て
、
近
づ
い
た
り
、

　
遊
ば
な
い
よ
う
に
し
つ
け
て

　
お
き
ま
し
ょ
う
。

◇
子
ど
も
が
出
か
け
る
と
き
は
、

　「
行
き
先
・
帰
宅
予
定
時
間
・

　
友
達
の
名
前
」
を
確
認
し
、

　
子
ど
も
だ
け
で
水
遊
び
や
水

　
泳
に
行
か
せ
な
い
よ
う
に
し

　
ま
し
ょ
う
。

◇
危
険
な
場
所
に
は
、
柵
や
立

　
て
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、

　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
水

　
難
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

◇
増
水
し
た
用
水
や
危
険
な
河

　
川
・
た
め
池
周
辺
で
子
ど
も

　
達
だ
け
で
遊
ん
で
い
る
の
を

　
見
か
け
た
場
合
に
は
、
す
ぐ

　
に
注
意
し
て
止
め
さ
せ
ま
し

　
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
瀬
戸
内
警
察
署

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
６
１
１
０

警
察
安
全
情
報

夏
期
に
お
け
る
水
難
事
故
の
防
止
に
つ
い
て

　
　
〜
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
で
〜

救急安心カードを
常備しましょう

婦人消防隊が
救急法などを受講

　市消防本部では、市民の皆さんの万が一に備え、

救急安心カードを作成しました。

　救急車で病人やけが人を医療機関へ収容する

場合、住所、氏名、血液型、病歴、飲んでいる薬、

アレルギー、その他治療に当たって留意するこ

となど、さまざまな情報を伝える必要があります。

　しかしながら、突然救急車を呼ばないといけ

なくなった時には気が動転するなど、救急隊か

らの質問に対して正確に答えることができない

場合があります。

　そんな時に、本紙今月号の折り込みにある救

急安心カードへ事前に必

要な情報を書いておけば、

迅速に正確な情報を伝え

ることができます。

　皆さん、ぜひご活用く

ださい。

■問い合わせ先

　市消防本部警防課

　　０８６９－２２－１３３３

　５月23日、牛窓町千手地区の千手婦人消防

隊と同地区の市民を対象として、AED（自動

体外式除細動器）を使用した心肺蘇生法及び

初期消火を目的とした消火器の取り扱い訓練

を実施しました。

　同婦人消防隊は、我が家の防火の中心は「家

庭内の婦人にある」と位置付け、毎年、知識

と技術の向上を目的として、初期消火訓練・

地震体験・煙体験・救急法などの訓練を実施

しています。また、地区の放送設備を利用し

ての防火放送や防火診断、防火チラシの配布

など地域の防火活動を積極的に実施しており、

他の模範的な地区となっています。

◆
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

◆
地
域
の
皆
さ
ん
へ

1415

　
美
し
い
地
球
を
守

る
た
め
、
ち
ょ
っ
と

し
た
節
約
や
工
夫
の

積
み
重
ね
を
す
る
こ

と
は
、
と
て
も
大
切

で
す
。

　
市
消
費
生
活
問
題

研
究
協
議
会
で
は
、

「
す
く
す
く
育
て
よ

う
エ
コ
の
芽
！
つ
な

げ
て
い
こ
う
エ
コ
の

輪
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

環
境
フ
ェ
ス
タ
イ
ン

せ
と
う
ち
を
開
催
し

ま
す
。

　
大
人
も
子
ど
も
も

楽
し
め
る
内
容
で
す
。

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
是
非
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
７
月
26
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所
　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
内
容

☆
手
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
牛
乳
パ
ッ
ク
で
小
物
作
り

・
カ
レ
ン
ダ
ー
で
エ
コ
バ
ッ
グ 

  

　
作
り

☆
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
パ
ネ
ル
展
「
ス
ト
ッ
プ
！
地

　
球
温
暖
化
」

☆
親
子
で
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
簡
単
な
お
や
つ
作
り

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
親
子
（
小
学
生
以
上
）
15
組

　
ま
で

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

　
す
。

☆
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー

　
自
転
車
を
こ
い
で
発
電
し

　
よ
う
！

☆
環
境
カ
ル
タ
で
楽
し
く
学

　
ぼ
う
！

　
１
回
目
　
午
前
10
時
〜

　
２
回
目
　
午
後
１
時
〜

☆
環
境
学
習
人
形
劇
「
鬼
が

　
島
は
ゴ
ミ
の
島
」

　
１
回
目
　
午
前
11
時
30
分
〜

　
２
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
（
上
演
時
間
約
10
分
）

☆
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー

　
ご
み
の
分
別
で
き
て
い
ま

　
す
か

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
お
く

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
３
７
０
７  

　
開
館
日
　
月
・
水
・
金
・
土

　
開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜

　
　
　
　
　
　
午
後
４
時

　
食
品
表
示
は
、「
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
」

と
呼
ば
れ
る
法
律
な
ど
に
基

づ
く
ル
ー
ル
に
従
っ
て
表
示

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
市
販
さ
れ
て
い
る
食
品
の

表
示
に
関
し
て
、「
あ
れ
？
　

何
か
変
だ
な
」、「
規
則
で
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
し
ら
？
」

な
ど
と
思
っ
た
ら
…

【
食
品
表
示
１
１
０
番
】

　
　
０
８
６
―
２
２
４
―
９
４
０
９

　
　
０
８
６
―
９
５
５
―
０
３
８
５

へ
質
問
・
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
中
国
四
国
農
政
局
地
域
第     

　
四
課

　
　
０
８
６
―

９
５
５
―

０
３
８
５ 

　 

受
付
日
時
　
月
〜
金
曜
日

 

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午
、   

　
　
　
　
午
後
１
〜
５
時

食
品
表
示
１
１
０
番

心肺蘇生法を学ぶ千手婦人消防隊の皆さん

食
品
の
表
示
を
ご
存
知
で
す
か 

鮮魚（パック詰め）の表示例

韓国産（インド洋）　　　　解凍
メバチマグロ（刺身用）
消費期限　09.07.01
保存方法　４℃以下で保存
○○スーパー株式会社　　価格（円）
●●県△△市▲▲□□－■■

この表示例から原産国

が韓国であること、冷

凍したものであること

などが分かります。

原産地は
正しく表示されて
いるのかしら？

環境フェスタ イン せとうち開催



●アズキ………………………………

●砂糖…………………………………

●塩………………………………………

●乾めん………………………

　　　　　 うどん・そうめん・冷や麦など

●水…………………………………

１５０ｇ

１５０ｇ

少々

１束（２５０ｇ）

５カップ
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【にゅうめん】

●材料（５人分）

　にゅうめんとは煮るめんのこと
で、田植えが終わった後、村の共
同作業の後で疲れ直しにみんなで
食べていました。お盆のおもてな
し料理として振る舞う地域もあり
ます。夏は冷やしていただくとお
いしいです。アズキは栄養価が高
いので、夏バテ予防にもなります。

　
食
中
毒
の
原
因
の
多
く
は
「
細

菌
」
に
あ
り
ま
す
。
食
中
毒
は
こ

の
細
菌
が
食
品
に
付
着
し
、
増
殖

し
た
状
態
の
食
品
を
食
べ
る
こ
と

で
起
こ
り
ま
す
。

　
食
品
が
腐
っ
て
食
べ
ら
れ
な
く

な
る
の
と
違
い
、
食
品
の
臭
い
や

色
が
変
化
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、

汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か

ず
食
べ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
食
中
毒
に
か
か
ら
な
い
た
め
の

決
め
手
は
、「
付
け
な
い
・
増
や

さ
な
い
・
や
っ
つ
け
る
」
の
防
止

三
原
則
で
す
。

●
生
の
食
品
は
よ
く
洗
う
。
そ
の

　
食
品
を
扱
っ
た
あ
と
の
器
具
や

　
手
も
よ
く
洗
う
。

●
包
丁
や
ま
な
板
は
肉
用
・
魚
用
・

　
野
菜
用
に
分
け
る
。

●
調
理
す
る
場
所
の
整
理
整
頓
。

●
食
品
は
調
理
前
で
も
、
調
理
後

　
で
も
室
温
で
放
置
し
な
い
。
解

　
凍
は
、電
子
レ
ン
ジ
か
冷
蔵
庫
で
。

●
残
っ
た
食
品
は
早
く
冷
え
る
よ

　
う
に
浅
い
容
器
に
小
分
け
し
冷

　
蔵
庫
へ
（
た
だ
し
冷
蔵
庫
を
過

　
信
し
な
い
）。

●
細
菌
の
多
く
は
熱
に
弱
い
の
で

　
食
べ
る
と
き
は
十
分
に
加
熱
。

●
熱
湯
や
塩
素
に
よ
る
消
毒
も
効

　
果
的
（
ま
な
板
・
包
丁
・
ふ
き

　
ん
な
ど
）。

　
こ
の
防
止
策
は
単
純
な
よ
う
で

す
が
、
大
切
な
こ
と
ば
か
り
。
ち

な
み
に
細
菌
は
、
25
℃
以
上
で
急

速
に
増
殖
し
ま
す
。

　
今
の
時
期
、
室
温
で
２
時
間
以

上
放
置
す
る
と
細
菌
数
が
急
激
に

増
え
る
の
で
用
心
が
必
要
で
す
。

　
例
え
ば
、
魚
類
に
多
い
腸
炎
ビ

ブ
リ
オ
菌
な
ど
は
、
当
初
１
０
０

個
だ
っ
た
細
菌
の
数
が
１
時
間
で

６
、
４
０
０
個
に
増
え
、
２
時
間

で
40
万
９
、
６
０
０
個
に
増
殖
し

て
い
き
ま
す
。

　
体
力
が
低
下
し
て
い
る
と
き
な

ど
は
、
特
に
食
中
毒
に
か
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
普
段
以
上
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

アズキはたっぷりの水で煮、沸騰したら水気

をきってアクを抜く。

①を分量の水で軟らかくなるまで煮る。砂糖

と塩で味を付ける。

乾めんは好みの固さにゆでる。塩分の取り過

ぎ予防のために水洗いし、ザルに上げておく。

②に③を入れてもう一度火にかけ、アズキの

汁をめんにからませる。煮る時間はお好みで。

●作り方

①

②

③

④

食
中
毒
の
お
話

食
中
毒
は
「
ま
ぁ
、大
丈
夫
じ
ゃ
！
」
と
い
う
油
断
か
ら

梶原　君子さん
（邑久町郷土料理同好会）

歯の脱臼を知っていますか？

デンタルコラム

完全脱臼した歯のようす

瀬戸内市の瀬戸内市の瀬戸内市の味味味

増
や
さ
な
い
！

付
け
な
い
！

や
っ
つ
け
る
！

正しい手の洗い方
①流水で手をぬらします

②せっけんを付けます

③手のひらを洗います

④手のこうを洗います

⑤指の間を洗います

⑥手のひらをひっかくよう
　に、つめの間を洗います

⑦手首を回しながら洗い
　ます

⑧せっけんが残らないよう   
　流水でよく洗い流します

　歯の脱臼は、外傷を受けやすい前歯部に多く起

こり、その原因は歯を打ったり、ぶつけたりする

外傷（運動、転倒、交通事故などによる）が第一

に挙げられます。

　さらに脱臼の種類には、不完全脱臼と完全脱臼

があります。

○不完全脱臼とは？

　歯が正常な位置より飛び出した状態をいいます。

また、歯が正常な位置より骨の中へ入り込んだ場

合を歯の嵌入といいます。

○完全脱臼とは？

　完全に正常な位置から抜け出した場合をいいます。

○治療法

　不完全脱臼や嵌入では、正常な位置に歯を戻し、

両隣の歯にワイヤーやセメントで止める固定とい

う処置で、歯の安定、安静を保ちます。ほとんど

の場合、これらの処置により歯は元どおりになり

ます。

　完全脱臼した歯では、歯を速やかに抜けた位置

に戻し固定します。約１か月ほど経過観察し、神経

を残せるか、歯が残せるかを決めます。受傷後30

分以内で歯が清潔に保存できていれば、歯は長期

間保存できます。しかし、それ以外では、一時的に

歯を残せても数年で歯の根が吸収されてきて、自

然に抜け落ちてしまうことが多いといわれています。

　歯を打ったり、ぶつけたりしたら、速やかに歯科

医院を受診して、早めに適切な処置を受けましょう。

　　　　　　　　　　　　　  瀬戸内市歯科医師会 

水でぬらしただけでは、手

に付いた細菌は落ちません。か

 えって増えるというデータもあり

ます。手を洗うときは、せっけん

を使って正しく洗いましょう。

だっきゅう

かんにゅう
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訓
練
の
成
果
を
発
揮

　
　
　
　
県
消
防
操
法
訓
練
大
会

　
５
月
26
日
、
牛
窓
町
漁
業
協
同

組
合
（
牛
窓
町
牛
窓
）
で
海
上
慰

霊
祭
と
魚
供
養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
海
上
慰
霊
祭
は
、
操
業
中
の
事

故
で
亡
く
な
っ
た
人
の
魂
を
慰
め

る
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
遺
族
の
皆
さ
ん
は
、
同
漁

協
所
有
の
船
に
乗
り
込
み
、
７
カ

所
あ
る
牛
窓
周
辺
の
事
故
現
場
へ
。

汽
笛
の
音
と
僧
侶
が
唱
え
る
読
経

の
中
、
経
木
、
花
束
、
お
酒
な
ど

を
流
し
て
故
人
の
冥
福
を
祈
っ
て

い
ま
し
た
。

　
魚
供
養
で
は
、
海
の
恵
み
へ
の

感
謝
を
表
す
と
と
も
に
、
今
後
の

漁
獲
量
の
安
定
、
操
業
の
安
全
な

ど
を
祈
願
。

　
そ
の
後
、
参
列
者
に
よ
っ
て
マ

ダ
イ
、
ク
ロ
ダ
イ
、
ベ
ラ
、
ガ
ザ

ミ
、
マ
ダ
コ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

魚
介
類
が
漁
協
事
務
所
前
の
海
へ

放
流
さ
れ
ま
し
た
。

　
バ
ケ
ツ
か
ら
網
で
す
く
い
出
さ

れ
た
魚
た
ち
は
、
び
っ
く
り
し
た

の
か
、
し
ば
ら
く
動
き
を
止
め
て

い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
元
気
よ
く

海
中
へ
向
け
て
泳
ぎ
始
め
ま
し
た
。

　
水
産
物
が
皆
さ
ん
の
食
卓
に
上

が
る
ま
で
に
は
、
漁
業
関
係
者
の

多
く
の
苦
労
と
努
力
が
あ
り
ま
す
。

消
費
者
の
皆
さ
ん
も
も
う
一
度
食

の
大
切
さ
を
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

操
業
の
安
全
祈
願
と
海
の
恵
み
に
感
謝

　
　
　
海
上
慰
霊
祭
・
魚
供
養

　
県
消
防
操
法
大
会
が
５
月
17
日
、

県
消
防
学
校
（
岡
山
市
）
で
開
催

さ
れ
、
玉
津
分
団
か
ら
５
人
の

選
手
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

に
出
場
し
ま
し
た
。
選
手
の
皆

さ
ん
は
、
他
に
仕
事
を
持
っ
て

い
る
た
め
、
昨
年
か
ら
大
会
出

場
に
向
け
て
、
休
日
・
夜
間
に

訓
練
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
時
折
雨
が
強
く
降
る

あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
そ

れ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
奥
山
１

番
員
の
力
強
い
選
手
宣
誓
に
よ
り

大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
選
手
た
ち
は
、
全
力

疾
走
で
ホ
ー
ス
を
繋
い
だ
り
、
息

の
合
っ
た
動
き
で
吸
水
管
を
延
ば

し
た
り
と
、
訓
練
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
上
位
入

賞
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
訓
練
・
大
会
を
通
じ

て
、
技
術
の
向
上
と
と
も
に
団
員

同
士
の
絆
も
強
ま
り
ま
し
た
。

　
災
害
現
場
で
は
常
に
最
前
線
に

立
つ
消
防
団
。
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

火点に向かって放水（右から釜井指揮者、谷２番員、奥山１番員）

海への感謝と豊漁を祈って放流

多くの漁業関係者が参列した魚供養

選手宣誓を行う奥山１番員

連夜に渡った消防本部での厳しい訓練

ホースの延長を補助する田中３番員

　
５
月
30
・
31
日
に
、
牛
窓
町

さ
つ
き
祭
り
が
牛
窓
町
公
民

館
（
牛
窓
町
牛
窓
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
牛
窓
町
さ
つ

き
愛
好
会
（
岡
　
吉
三
郎
会
長
）

の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育

て
た
サ
ツ
キ
の
盆
栽
、
山
野

草
な
ど
約
２
０
０
鉢
が
展
示

さ
れ
、
赤
、
白
、
紫
な
ど
色

と
り
ど
り
の
花
や
趣
の
あ
る

姿
が
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
で
26
回
目
を
迎
え
る

こ
の
祭
り
で
す
が
、
岡
　
会

長
に
よ
る
と
、「
温
暖
化
の
影

響
か
、
最
近
は
、
害
虫
の
被
害

が
著
し
く
、
年
々
作
り
に
く

く
な
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
。

　
い
つ
ま
で
も
花
づ
く
り
を

楽
し
め
る
環
境
で
あ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

鮮
や
か
に
咲
き
誇
る

　
　
牛
窓
町
さ
つ
き
祭
り

　
５
月
20
日
に
満
１
０
０
歳
を

迎
え
た
赤
木
友
江
さ
ん
（
邑
久

町
上
笠
加
）
に
26
日
、
県
と
市

か
ら
お
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
岡
崎
文
明
市
保
健
福
祉
部
長

や
高
畑
靖
明
備
前
県
民
局
健
康

福
祉
課
長
ら
が
、
赤
木
さ
ん
の

自
宅
を
訪
問
す
る
と
、
赤
木
さ

ん
は
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
な

が
ら
お
祝
い
状
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

　
看
護
師
の
仕
事
を
し
て
い
た

赤
木
さ
ん
は
、
気
が
優
し
く
て

穏
や
か
な
性
格
。
長
生
き
の
秘

け
つ
は
、
く
よ
く
よ
と
物
事
を

考
え
な
い
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

健
康
の
た
め
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食

品
は
食
べ
ず
、
家
族
が
作
る
手

作
り
料
理
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
赤
木
さ
ん
、
ま
す
ま
す
お
元

気
で
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　
　
赤
木
友
江
さ
ん
が
満
１
０
０
歳
に

岡　会長（左）の説明に熱心に聞き入る来場者

お祝い状と花束を受け取る笑顔の赤木さん（左）

車
に
気
を
つ
け
て

　
　
こ
ど
も
安
全
教
室

　
５
月
18
日
、
牛
窓
ル
ン
ビ
ニ
保

育
園
（
牛
窓
町
牛
窓
）
で
こ
ど
も

安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
ヤ
マ
ト
運
輸
　

が
、
子
ど
も
た
ち
に
交
通
事
故
か

ら
身
を
守
る
知
識
を
伝
え
る
た
め
、

全
国
各
地
で
開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　
園
庭
に
は
、
同
社
の
車
両
が
置

か
れ
、
園
児
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ

で
し
た
が
、
人
形
を
使
っ
た
事
故

の
実
演
に
は
、
泣
き
出
し
て
し
ま

う
子
も
。
こ
の
教
室
を
通
じ
て
、

安
全
確
認
の
大
切
さ
を
し
っ
か
り

と
学
ん
で
い
ま
し
た
。

郷
土
の
宝
を
守
る

　
上
寺
山
を
良
く
す
る
会
が
受
賞

 

５
月
12
日
、
上
寺
山
を
良
く
す

る
会
（
有
森
剛
会
長
）
が
第
43
回

岡
山
県
文
化
財
保
護
協
会
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
平
成
12
年
に
結
成
さ

れ
て
か
ら
邑
久
町
北
島
の
餘
慶
寺

や
豊
原
北
島
神
社
の
文
化
財
保
護

と
環
境
整
備
に
取
り
組
む
一
方
で
、

毎
年
大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
、

寺
社
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
な
ど

歴
史
的
建
造
物
の
魅
力
再
発
見
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
表
彰

は
こ
う
し
た
活
動
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
も
元
気
で
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

「先生、見えますか～？」ロープを使って車の死角
 を確認

表彰状を持つ上寺山を良くする会の皆さん

（株）
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邑
久
町
福
谷
地
区
の
北
側
丘

陵
に
築
か
れ
た
「
し
し
垣
」
に

つ
い
て
、
故
河
崎
恭
一
さ
ん
を

中
心
と
す
る
地
元
関
係
者
に
よ

り
現
地
踏
査
が
実
施
さ
れ
、
そ

の
成
果
が
河
崎
さ
ん
よ
り
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
そ
の
成
果
を
も
と

に
、
市
内
で
も
福
谷
地
区
で
し

か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
、
ま
る

で
「
万
里
の
長
城
」
を
ほ
う
ふ

つ
さ
せ
る
土
塀
状
の
し
し
垣
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
し
し
垣
」
と
は

　
岡
山
市
龍
ノ
口
山
南
斜
面
に

分
布
す
る
し
し
垣
の
報
告
を
ま

と
め
た
故
植
松
岩
實
さ
ん
に
よ

る
と
、「
し
し
」
は
獣
、
特
に

食
用
の
た
め
に
捕
獲
す
る
「
猪
」

や
「
鹿
」
の
こ
と
を
指
し
、「
猪

垣
」
は
こ
れ
ら
の
野
生
動
物
か

ら
田
畑
の
農
作
物
を
守
る
た
め

に
造
ら
れ
た
防
御
柵
で
あ
る
と

し
て
い
ま
す
。「
猪
垣
」
は
「
鹿

垣
」
と
も
書
き
、「
シ
シ
ワ
チ
、

シ
シ
ヨ
ケ
、
シ
シ
ボ
リ
、
シ
シ

ド
テ
」
な
ど
地
方
で
い
ろ
い
ろ

な
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
る
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
規
模
の
大
き

い
も
の
と
し
て
、
木
曾
山
脈
の

東
麓
に
は
50
〜
60
　
に
わ
た
り

土
塁
の
猪
垣
が
築
か
れ
て
い
る

例
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

調
査
の
成
果

　
福
谷
地
内
で
の
現
地
踏
査
は

丘
陵
内
に
残
る
し
し
垣
を
確
認

し
な
が
ら
、
分
布
位
置
・
写
真

撮
影
な
ど
の
記
録
を
取
り
、
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
丘
陵
内
は
雑

木
や
下
草
が
繁
茂
し
て
荒
れ
て

お
り
、
位
置
の
確
認
は
困
難
を

極
め
ま
し
た
が
、
福
谷
地
内
の

分
布
状
況
を
ほ
ぼ
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
確
認
さ
れ
た
し
し
垣
の
分
布

範
囲
は
、
本
市
と
備
前
市
と
の

市
境
か
ら
南
東
方
向
に
延
び
る

舌
状
丘
陵
を
、
基
本
的
に
直
線

的
に
横
断
す
る
形
で
築
か
れ
て

い
ま
す
。
谷
部
や
未
確
認
範
囲

を
含
め
長
さ
は
２
、
９
２
０
 

に
も
及
び
ま
す
。
東
端
部
は
明

治
22
（
１
８
８
９
）
年
に
裳
掛

村
と
な
る
以
前
の
福
谷
村
と
虫

明
村
の
村
境
、
西
端
部
は
福
谷

村
と
明
治
22
年
に
玉
津
村
と
な

る
以
前
の
庄
田
村
と
の
村
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
構
造
は
、
土
塀
の
北
側
部
分

を
溝
状
に
掘
り
、
角
張
っ
た
小

石
を
含
む
練
っ
た
山
土
を
利
用

し
て
築
く
構
造
が
基
本
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
中
倉
集
落
北
側
の
丘
陵
で
は
、

土
塀
の
壁
面
２
カ
所
に
水
平
に

延
び
る
土
の
積
み
上
げ
た
跡
が

残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
約
１

２
０
 
の
高
さ
に
練
り
、
土
を

積
み
上
げ
る
た
め
に
、
少
な
く

と
も
３
回
の
積
み
上
げ
工
程
で

築
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
実
際
に
良
好
に
残
存

し
て
い
た
し
し
垣
は
、
高
さ
約

１
１
０
〜
１
２
０
 
、
幅
約
30

〜
40
 
の
規
模
で
し
た
。

ま
と
め

　
福
谷
地
区
の
し
し
垣
は
、
一

定
の
規
模
で
か
つ
て
の
福
谷
村

全
体
を
巡
ら
せ
る
大
規
模
な
土

木
工
事
と
し
て
築
か
れ
て
い
ま

す
。
目
的
は
、
野
生
動
物
の
被

害
か
ら
畑
を
守
る
た
め
で
あ
っ

た
り
、
牛
な
ど
の
必
要
と
す
る

草
や
燃
料
と
し
て
の
ま
き
の
確

保
な
ど
入
会
地
と
し
て
の
里
山

を
守
る
た
め
で
あ
っ
た
り
、
近

世
の
福
谷
村
の
共
同
体
規
制
に

基
づ
き
築
か
れ
た
構
造
物
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
福
谷
地
区
に
残
さ
れ
て
い
る

し
し
垣
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
市

内
で
は
こ
の
地
区
で
し
か
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
の
調

査
で
、
し
し
垣
の
実
態
が
初
め

て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
の
し
し
垣
調
査
の
基
礎
資

料
と
課
題
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

【
参
考
文
献
】

河
崎
恭
一
『
瀬
戸
内
市
邑
久
町

福
谷
猪
垣
の
調
査
』

植
松
岩
實
『
龍
ノ
口
山
に
於
け

る
「
猪
垣
」
の
検
証
』

21

巻
の
五
十
四
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近
世
の
「
万
里
の
長
城
」
？

　
　
　
　
｜
邑
久
町
福
谷
地
区
の
し
し
垣
｜

■問い合わせ先
　牛窓図書館　　　　　　０８６９－３４－５６５３
　中央公民館図書室　　　０８６９－２２－３７６１
　長船町公民館図書室　　０８６９－２６－２５０１
　ホームページ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/

　振り込め詐欺や悪徳商法などあ
なたを騙そうとする人は後を絶ちま
せん。自分を守り、幸せになるために、
どうしても知っておかなければならな
いこと。それは、人を不幸にするずる
い人の行動と心理です。 

浜内千波　著

浜内さん家のけんこう和食
しっかり食べて「やせ力」アップ！

　簡単!　栄養満点!　でもカロリ
ーオフ!　おいしく食べて自然と健
康になるレシピが満載です。「食
べない」のではなく「しっかり食べて」
ダイエットする調理方法を伝授し
てくれます。

チャイルド本社　刊

はちみつができるまで

　おいしいはちみつはどうやって
できるのかな？　みつを集めた花
が違うと違う味、違う色のはちみつ
ができるんです。子どもだけではな
く大人も楽しめ、学校の教材として
も使える写真絵本です。

今月のおすすめ本

上記の本は市内各図書館・室で借りられます。

　地上デジタル放送については、すで
に岡山県でも岡山送信局（金甲山）か
ら放送を開始していますが、このたび、
長船デジタル中継局（場所：長船町堂
王山）が６月下旬に、牛窓デジタル中
継局（場所：牛窓町鹿歩山）が７月下
旬にそれぞれ開局する予定です。
　これにより、両中継局の放送エリア
でも地上デジタル放送を受信すること
ができるようになります。詳細は下記
までお問い合わせください。

■問い合わせ先

　中国総合通信局放送部放送課

　　０８２－２２２－３３８２

地上デジタル放送
市内２中継局開局予定

テレビについての大切なお知らせ

福谷地区のしし垣分布図

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内

が
き

と
う  

さ

け
も
の

と
う
ろ
く

ぜ
つ
じ
ょ
う

い
り
あ
い
　ち

ど
　る
い

キ　
ロ

メ
ー
ト
ル

セ
ン
チ

セ
ン
チ

セ
ン
チ

加藤諦三　著

ずるい人に騙された時どう生きるか
怒りと悔しさの心理　

（
海
岸
清
掃
）

　
瀬
戸
内
・
海

の
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進

協
議
会
の
主

催
で
、
美
し

い
瀬
戸
内
海

を
守
る
た
め
、

リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
瀬
戸
内
（
海

岸
清
掃
）
を
昨
年
に
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

　
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

の
運
動
に
、
皆
さ
ん
も
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
７
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分

　
　
　
　（
小
雨
決
行
）

▽
実
施
場
所
　

・
邑
久
町
福
谷
前
泊
海
岸

・
邑
久
町
虫
明
扇
海
岸

▽
集
合
場
所
　
現
地
（
い
ず
れ
か
の
海

　
岸
）
集
合

※
ご
み
袋
、
軍
手
は
市
で
用
意
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
建
設
課

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
２
６
４
９

　平成23（2011）年７
月24日までに、今まで
の地上アナログ放送と
ＢＳアナログ放送は終
了します。
　それ以降、今までの
アナログテレビでは、
地上デジタル放送を見
ることができません。
　地上デジタル放送をご覧になるには、
地上デジタル放送対応のテレビやビ
デオ、もしくはデジタル放送を今ま
でのアナログテレビなどで視聴する
ためのデジタルチューナーが必要と
なります。
■問い合わせ先
　岡山県テレビ受信者支援センター
　　０８６－２３２－３２７１

しし垣の状況

ブルーライン
虫明 I . C
ブルーライン
虫明 I . C
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▽
日
時
　
７
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
11
時
〜

▽
場
所
　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ
　
静
脈
の
病
気
に
つ
い
て

▽
定
員
　
30
人
（
病
院
食
付
き
は
24
人
）

▽
参
加
費
　
５
０
０
円
（
食
事
付
き
）

　
　
　
　
　
１
０
０
円
（
食
事
な
し
）

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　
瀬
戸
内
市
民
病
院

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
２
３
４

　
献
血
車
が
き
ま
す
。
輸
血
の
た

め
の
血
液
が
大
変
不
足
し
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所
　

 

・
７
月
９
日
（
木
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
瀬
戸
内
市
役
所

 

・
７
月
23
日
（
木
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
市
牛
窓
支
所

 

・
７
月
23
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象
　
16
〜
69
歳
ま
で
の
人

　（
65
歳
以
上
の
献
血
に
つ
い
て

　
は
、
60
〜
64
歳
の
間
に
献
血
経

　
験
の
あ
る
人
の
み
）

※
血
液
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、

　
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
を
証

　
明
す
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
　
０
８
６
９
―
２
６
―
５
９
６
１

▽
日
時
　
７
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
１
時
10
分
〜
３
時

▽
場
所
　
あ
じ
さ
い
の
お
か
牛
窓

▽
内
容
　

　
①
在
宅
介
護
者
な
ど
の
交
流
会

　
②
知
っ
て
得
す
る
介
護
保
険
最
新
情
報

▽
参
加
費
　
無
料
（
事
前
連
絡
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
６
３
６
６

2223

くらしの情報くらしの情報

く
ら
し
の
情
報

献
血
の
お
願
い

家
族
介
護
者
交
流
会

代表電話番号

瀬戸内市ホームページアドレス
http://www.city.setouchi.lg.jp

瀬戸内市役所

牛 窓 支 所

長 船 支 所

ゆめトピア長船

教育委員会

上下水道部

消 防 本 部

裳掛出張所

　22-1111

　34-3431

　26-2001

　26-8001

　34-5640

　22-1325

　22-1333

　25-0004

市外局番
0869

携帯電話用QRコード

▽
日
時
　
７
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所
　
瀬
戸
内
市
役
所

※
相
談
希
望
の
人
は
、
事
前
に
ご
予

　
約
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
総
務
課

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
１
１
１

　
市
民
病
院
で
は
、
生
活
習
慣
病
教

室
を
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

相談名 日　　時 内容・場所・問い合わせ先

育児相談

こころの健康相談

精神保健福祉相談

乳幼児こころの健康相談

身体障害者専門相談

知的障害者専門相談

思春期こころの健康相談

7月14日（火）・28日（火）
午前９時30分～11時

ゆめトピア長船
市健康づくり推進課　　０８６９－２６－５９６２

7月13日（月）・27日（月）
午後１時30分～３時

7月10日（金）・24日（金）
午後１時30分～３時

7月3日（金）・23日（木）
午後２～３時

7月7日（火）・14日（火）・
22日（水）・28日（火）
午後１～５時

要予約　相談員　臨床心理士
ゆめトピア長船
市健康づくり推進課　　０８６９－２６－５９６２

要予約　相談員　精神科専門医
ゆめトピア長船
備前保健所（旧岡山保健所）　　０８６－２７２－３９３４

要予約　相談員　臨床心理士
ゆめトピア長船
市健康づくり推進課　　０８６９－２６－５９６２

要予約　相談員　専門相談員
市地域生活支援センタースマイル
市地域生活支援センタースマイル　　０８６９－２２－９６００

要予約　相談員　専門相談員
市地域生活支援センタースマイル
市地域生活支援センタースマイル　　０８６９－２２－９６００

要予約　相談員　思春期保健相談士
市地域生活支援センタースマイル
市地域生活支援センタースマイル　　０８６９－２２－９６００

7月2日（木）・9日（木）・
16日（木）・23日（木）
午後１～５時

7月4日（土）・11日（土）・
18日（土）
午前10時～午後３時

問

場

問

場

問

場

問

場

問

場

問

場

問

場

生
活
習
慣
病
教
室

法
律
相
談

相談名 日　　時 内容・場所・問い合わせ先

邑
久
地
域

長
船
地
域

牛
窓
地
域

行政相談

なやみごと相談

心配ごと相談

行政相談

なやみごと相談

心配ごと相談

行政相談

なやみごと相談

心配ごと相談

住宅増改築相談

消費生活相談

7月16日（木）
午前10時～正午

7月16日（木）
午前10時～正午

7月1日（水）・15日（水）
午前９時～正午

7月24日（金）
午前10時～正午

7月24日（金）
午前10時～正午

7月22日（水）
午前10時～正午

7月22日（水）
午前10時～正午

7月22日（水）
午前９時～正午

7月15日（水）
午前９時～午後３時

7月8日（水）
午前９時～正午

7月16日（木）
午前９時～正午

瀬戸内市役所
市総務課　　０８６９－２２－１１１２

瀬戸内市役所
市市民課　　０８６９－２２－３９２２

邑久町総合福祉センター
市社会福祉協議会本所　　０８６９－２２－２９４０

ゆめトピア長船
市総務課　　０８６９－２２－１１１２

ゆめトピア長船
市市民課　　０８６９－２２－３９２２

牛窓町公民館
市総務課　　０８６９－２２－１１１２

牛窓町公民館
市市民課　　０８６９－２２－３９２２

牛窓町公民館
市社会福祉協議会牛窓支所　　０８６９－３４－６９２４

瀬戸内市役所
市建設課　　０８６９－２２－２６４９

瀬戸内市役所
市生活環境課　　０８６９－２２－１８９９

相　談

問
場

問

問

場

問

問

場

場

問

場

問

場

問

場

問

問

場

場

場
相談員　民生委員、弁護士（要予約）　

相談員　人権擁護委員

相談員　行政相談委員

相談員　行政相談委員

相談員　行政相談委員

相談員　人権擁護委員

相談員　人権擁護委員

相談員　住宅相談委員

相談員　くらしの相談委員

ゆめトピア長船
市社会福祉協議会長船支所　 ０８６９－２６－３１００問

場
相談員　民生委員、弁護士（要予約）

相談員　民生委員、弁護士（要予約）
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今
年
も
農
事
組
合
法
人
ネ
オ
ア

シ
ス
タ
ン
ト
淳
風
の
主
催
で
、
「
と

う
も
ろ
こ
し
大
収
穫
祭
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
邑
久
町
下
笠
加
で
育
て
た
甘
く

て
お
い
し
い
と
う
も
ろ
こ
し
が
、

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
収
穫
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
地
元
の
旬
の
農
産
物
も

直
売
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
７
月
18
日
（
土
）
・
19

　
日
（
日
）
午
前
８
時
〜
当
日
分

　
が
な
く
な
り
次
第
終
了

※
小
雨
決
行
、
強
風
雨
は
中
止

▽
場
所
　
邑
久
町
下
笠
加
地
内

※
と
う
も
ろ
こ
し
の
の
ぼ
り
が
目
印

▽
料
金
　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

　
収
穫
体
験
…
８
本 

５
０
０
円

　
販
売
…
８
本 

８
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
市
農
協
東
部
第
４
営
農
経

　
済
セ
ン
タ
ー
（
道
案
内
）

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
２
１
２

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
７
月
18
・
19
日

　
午
前
７
時
30
分
〜
正
午

　
毎
年
恒
例
の
牛
鬼
ま
つ
り
が
今

年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

牛
窓
音
頭
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
に
参

加
し
て
、
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
７
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

▽
場
所
　
出
島
公
園
（
牛
窓
町
牛
窓
）

　
雨
天
の
場
合
は
、
牛
窓
体
育
館
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
本
牛
窓
音
頭
保
存
会
　
藤
井
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
３
１
３
７

　
長
島
愛
生
園
で
、
次
の
と
お
り

納
涼
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

夏
の
夜
空
を
彩
る
鮮
や
か
な
花
火

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
歴
史
館
が
夜
間
開
館
さ

れ
ま
す
。

▽
日
時
　
７
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

▽
場
所
　
長
島
愛
生
園
　
福
祉
会
館

　
　
　
　
前
広
場

▽
内
容
　
花
火
、
福
引
、
盆
踊
り
、

　
　
　
　
夜
店
な
ど
各
種
催
し
物

※
花
火
の
打
ち
上
げ
は
、
午
後
８

　
時
か
ら
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
長
島
愛
生
園
入
所
者
自
治
会

　
　
０
８
６
９
―
２
５
―
１
０
３
３

　
牛
窓
花
火
大
会
が
今
年
も
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
約
１
、
０
０
０
発
の
打
上
花
火

が
夏
の
夜
空
に
大
輪
の
花
を
咲
か

せ
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
８
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
８
〜
９
時
（
予
定
）

　
　
　
　
雨
天
順
延（
翌
日
同
時
刻
）

▽
会
場
　
牛
窓
港
周
辺

※
当
日
は
会
場
周
辺
が
、
大
変
混

　
雑
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

　
さ
い
。

※
花
火
あ
げ
隊
で
は
、
花
火
大
会

　
運
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
花
火
あ
げ
隊
事
務
局

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
２
０
０
８

　
邑
久
光
明
園
の
納
涼
夏
祭
り
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
８
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
〜
９
時

　
　
　
　
雨
天
順
延
（
翌
日
同
時
刻
）

▽
場
所
　
邑
久
光
明
園
　
売
店
前
広
場

▽
内
容
　
花
火
、
福
引
、
カ
ラ
オ

　
　
　
　
ケ
、
夜
店
、
各
種
ゲ
ー

　
　
　
　
ム
、
ゲ
ス
ト
歌
手
出
演

■
問
い
合
わ
せ
先

　
邑
久
光
明
園
入
所
者
自
治
会

　
　
０
８
６
９
―
２
５
―
１
２
７
８

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
21
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
、
CS
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分

野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
色
ん
な
職
業
の
人
が
学

ん
で
い
ま
す
。

▽
出
願
期
限
　
８
月
31
日
（
必
着
）

▽
募
集
内
容
　
詳
細
は
資
料
を
請

　
求
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
無

　
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
放
送

　
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

　
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
　

　
〒
７
０
０
―
０
０
８
２

　
岡
山
市
北
区
津
島
中
３
―
１
―
１

　
放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　（
岡
山
大
学
構
内
）

　
　
０
８
６
―
２
５
４
―
９
２
４
０

　
　
０
８
６
―
２
５
４
―
９
２
８
６

　
Ｅ
メ
ー
ル:

　okayam
a-sc@

u-air.ac.jp

と
う
も
ろ
こ
し
大
収
穫
祭

長
島
愛
生
園
納
涼
夏
ま
つ
り

邑
久
光
明
園
納
涼
夏
祭
り

放
送
大
学
10
月
生
募
集

２
０
０
９

牛
鬼
ま
つ
り

２
０
０
９

牛
窓
花
火
大
会

子
ど
も
の
読
書
に
つ
い
て

学
ぼ
う

健診名 月　日 対　象

乳児健診
（４・５ヵ月児）

乳児健診
（９・10ヵ月児）

１歳６ヵ月児健診

２歳児健診

３歳児健診

7月21日（火） 平成21年2月生

平成20年10月生

平成19年12月生

平成19年3月生

平成18年1月生

7月15日（水）

7月8日（水）

7月9日（木）

7月22日（水）

　場所　ゆめトピア長船
　受付時間　午後１時15～45分

▽
▽

子どもの健診

７月納期の市税

固定資産税 [２期]

納付期限は７月３１日

（金）です。

くらしの情報くらしの情報

とうもろこしを取りにみんなおいでよ！

皆さんお誘い合わせの上、お越しください

今年も催し物がいっぱい！　一緒に夏
祭りを楽しみましょう

昨年の花火大会
の様子

　
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
意
義
や

有
効
性
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
の
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
７
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所
　
リ
フ
レ
セ
ン
タ
ー
び
ぜ
ん

　
　
　
　（
備
前
市
伊
部
２
２
６
４
―

２
）

▽
講
師
　
児
童
文
学
評
論
家

　
　
　
　
赤
木
か
ん
こ
さ
ん

▽
対
象
　
子
ど
も
の
読
書
活
動
に

　
興
味
の
あ
る
人

▽
定
員
　
２
０
０
人
（
先
着
順
）

※
託
児
可
能
（
要
予
約
、定
員
20
人
）

※
当
日
は
、
瀬
戸
内
市
か
ら
参
加

　
者
用
の
送
迎
バ
ス
（
定
員
30
人
）

　
を
運
行
し
ま
す
。
希
望
す
る
人

　
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　（
　
０
８
６
９
―

３
４
―

５
６
０
１
）

　
へ
７
月
10
日
ま
で
に
連
絡
し
て

　
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
あ
せ
び
わ
実
行
委
員
会
事
務
局

　（
備
前
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

　
　
０
８
６
９
―
６
４
―
１
８
４
１

FAX
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５
月
30
日
、
邑
久
町
本
庄

の
静
円
寺
地
蔵
院
で
人
形
供

養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
３
月
末
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
住
職
の
逝
去
に

伴
い
５
月
の
開
催
に
。
た
く

さ
ん
の
参
列
者
が
手
を
合
わ

せ
る
中
、
人
形
た
ち
に
火
が

つ
け
ら
れ
る
と
澄
み
切
っ
た

青
空
へ
向
け
て
白
い
煙
が
立

ち
上
っ
て
い
き
ま
し
た
。

表
紙
説
明

7

こころの健康相談（ゆめトピア長船）13：30～15：00

知的障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

法律相談（瀬戸内市役所）10:00～15:00

思春期こころの健康相談（地域生活支援センタースマイル）10：00～15：00

体協　ナイターテニス教室・中級クラス（邑久スポーツ公園テニスコート）19:00～

体協　歩こう会（操山・曹源寺コース）8時29分邑久駅発赤穂線

体協　陸上競技選手権大会（岡山市神崎山公園競技場）8:30～

育児相談（ゆめトピア長船）9：30～11：00

身体障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

心配ごと相談（邑久町総合福祉センター）9：00～12：00

住宅増改築相談（瀬戸内市役所）9：00～15：00

行政・なやみごと相談（ゆめトピア長船）10：00～12：00

精神保健福祉相談（ゆめトピア長船）13：30～15：00

育児相談（ゆめトピア長船）9：30～11：00

身体障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

セーリング体験教室②（牛窓ヨットハーバー）9:00～

こころの健康相談（ゆめトピア長船）13：30～15：00

スポ少　チャレンジカップソフトボール大会（長船スポーツ公園多目的広場他）8:30～

思春期こころの健康相談（地域生活支援センタースマイル）10：00～15：00

知的障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

心配ごと相談（邑久町総合福祉センター）9：00～12：00

身体障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

心配ごと相談（ゆめトピア長船）9：00～12：00

精神保健福祉相談（ゆめトピア長船）13：30～15：00

乳幼児こころの健康相談（ゆめトピア長船）14：00～15：00

乳幼児こころの健康相談（ゆめトピア長船）14：00～15：00

知的障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

思春期こころの健康相談（地域生活支援センタースマイル）10：00～15：00
セーリング体験教室①(牛窓ヨットハーバー）9:00～
体協　ナイターテニス教室・中級クラス（邑久スポーツ公園テニスコート）18:45～

体協　卓球大会（長船スポーツ公園体育館）9:30～
体協　バドミントン大会（邑久中学校体育館）9:00～
スポ少　ソフトボール1号球県大会瀬戸内市予選会（長船スポーツ公園多目的広場）8:30～

行政・なやみごと相談（瀬戸内市役所）10：00～12：00
消費生活相談（瀬戸内市役所）9：00～12：00
知的障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

行政・なやみごと相談（牛窓町公民館）10：00～12：00
心配ごと相談（牛窓町公民館）9：00～12：00
身体障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

海の日

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

くらしの情報くらしの情報

　
岡
山
県
で
は
、
８
月
１
日
（
土
）

に
岡
山
市
内
で
開
催
さ
れ
る
「
お

か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り
納
涼
花
火

大
会
」
当
日
、
車
い
す
を
使
用
さ

れ
る
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
を
県

庁
へ
ご
招
待
し
ま
す
。

▽
日
時
　
８
月
１
日
（
土
）

▽
場
所
　
県
庁
９
階
大
会
議
室

▽
対
象
　
県
内
在
住
の
身
体
障
害
者

　
手
帳
を
お
持
ち
で
車
い
す
使
用
の
人

▽
募
集
人
数
　
35
人
（
付
き
添
い

　
は
２
人
ま
で
）。
応
募
者
多
数
の

　
場
合
は
、
抽
選
。

▽
申
込
期
限
　
７
月
10
日
（
金
）

※
応
募
方
法
な
ど
に
関
す
る
詳
し

　
い
こ
と
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
岡
山
県
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課

　
　
０
８
６
―
２
２
６
―
７
３
６
２

花
火
大
会
に
県
庁
舎
を
開
放
！

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

人の動き

39, 538

18, 846

20, 692

14, 301

人口

　男

　女

世帯

人

人

人

戸

（－77）

（－24）

（－53）

（－75）

《平成２１年 ６月１日現在》

国民年金の保険料免除制度について
　国民年金には、所得が少なく保険料を納める
ことが困難な場合に、本人の申請によって保険
料納付が免除される「保険料免除制度」があり
ます。
　この制度は、本人とその配偶者及び世帯主の
前年の所得が、一定の基準額以下の場合に承認
され、保険料の全額が免除される「全額免除」
のほかに、世帯の所得に応じて保険料の一部を
納付して残りが免除される「一部納付（一部免除）」
があります。「一部納付（一部免除）」には1／4
納付、1／2納付、3／4納付の３種類があります。
一部保険料が未納の場合、その期間の一部免除
は無効（未納と同じ）になります。
　また、世帯主の所得が多いため保険料免除に
該当しない場合でも、30歳未満の若年者につい
ては、本人や配偶者のみの所得で審査し、基準
を満たせば、保険料納付が猶予される「若年者

納付猶予制度」があります。
　これらの保険料免除期間（一部納付・若年者
納付猶予を含む）は、年金受給に必要な期間に
算入されますが、若年者納付猶予期間は年金額
には反映されません。
　将来受け取る年金を増額するためにも、10年
以内であれば保険料をさかのぼって納める追納
制度の利用をお勧めします。
　免除の承認期間については、７月から翌年の
６月までですが、全額免除又は若年者納付猶予（一
部納付を除く）が承認された人が、申請時に翌
年度以降も申請を行うことをあらかじめ希望す
る場合は、翌年度以降は改めて申請を行わなく
ても、継続して申請があったものとして自動的
に審査を行います（離職理由による承認は除
く）。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。

　
平
成
22
年
瀬
戸
内
市
成
人
式
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
対
象

と
な
る
新
成
人
に
は
、
７
月
中
に

案
内
を
送
付
し
ま
す
。
対
象
の
人

で
、
７
月
中
に
案
内
が
届
か
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
平
成
22
年
１
月
10
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜

▽
場
所
　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象
　
平
成
元
年
４
月
２
日
か

　
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

　
生
ま
れ
、
瀬
戸
内
市
に
住
民
票

　
が
あ
る
人
。

※
対
象
期
間
に
生
ま
れ
た
瀬
戸
内

　
市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

　
の
参
加
も
可
能
で
す
。
希
望
す

　
る
人
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
成
人
式
実
行
委
員
募
集
！

　
自
分
た
ち
の
手
で
心
に
残
る
「
成

人
式
」
を
企
画
運
営
す
る
新
成
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
楽
し
み
な
が
ら
、
思
い
出
深
い

成
人
式
に
し
ま
せ
ん
か
？

※
締
め
切
り
は
９
月
末
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
５
６
０
１

成
人
式
は
１
月
開
催

免除の対象となる所得（注）の目安　（平成２１年度）

■問い合わせ先
　岡山東社会保険事務所　　０８６－２７０－７９２８　市市民課　　０８６９－２２－１７９０

（注）「所得」は給与所得控除や必要経費等を控除し

　　たもので「収入」とは相違します。

※「４人世帯」、「２人世帯」の夫婦は、夫か妻のど

　ちらかのみに所得がある世帯の場合、「４人世帯」

　の子どもは１６歳未満の場合の目安です。

※若年者納付猶予は全額免除と同基準となります。

※退職された人、震災・風水害など被災された人は、

　所得に関係なく該当する場合がありますのでご相

　談ください。

世帯構成

単身世帯

4人世帯

2人世帯

全額免除
一部免除

1／4納付 1／2納付 3／4納付

（夫婦、子ども2人）

（夫婦のみ）

162万円

92万円

57万円

230万円

142万円

93万円

282万円

195万円

141万円

335万円

247万円

189万円

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
を
ご
招
待



☆両親　幸延・美香子さん
☆両親から　大きくなったら一緒にゴルフを
　しようね

広報 せとうち No.562009.7 2829

み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場

古
い
電
話
帳
の
回
収

冠
句

不
意
の
客
　
言
葉
を
繋
ぐ
白
薔
薇

消
え
ぬ
影
　
銀
河
鉄
道
逝
き
し
孫

葱
坊
主
　
互
い
の
老
い
を
口
に
せ
ず

ほ
ろ
苦
し
　
我
が
役
割
の
緒
を
締
め
る

嬉
し
い
日
　
老
い
の
夢
追
う
ペ
ン
進
む

奥
山
　
呼
潮
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

野
口
　
道
子
さ
ん
（
牛
窓
町
長
浜
）

豊
田
　
瑞
代
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

内
田
　
敏
郎
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

合
内
　
嘉
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

俳
句

ぶ
ど
う
の
木
み
な
ぎ
る
力
芽
に
や
ど
る

蛍
追
う
早
苗
が
育
つ
初
夏
の
肌

ど
の
家
も
薔
薇
を
咲
か
せ
て
花
匂
ふ
　

堤
　
　
明
子
さ
ん
（
長
船
町
磯
上
）

谷
口
　
正
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

片
島
　
秋
月
さ
ん
（
長
船
町
福
岡
）

川
柳

む
し
と
り
で
へ
び
が
で
て
き
て
た
い
へ
ん
だ

ゲ
ー
ム
し
て
遊
ん
で
い
た
ら
時
間
は
や
ー
！

リ
モ
コ
ン
を
家
族
で
取
り
合
い
負
け
ち
ゃ
っ
た

こ
の
点
は
母
の
い
か
り
に
火
を
つ
け
る

ふ
く
田
　
ま
や
花
さ
ん
（
裳
掛
小
２
年
）

中
島
　
海
斗
さ
ん
（
裳
掛
小
５
年
）

苫
野
　
有
希
さ
ん
（
裳
掛
小
６
年
）

内
田
　
勇
輝
さ
ん
（
裳
掛
小
６
年
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

▼
先
日
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
を
読

み
、
流
行
や
世
相
を
反
映
し
た

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
作
品
に

思
わ
ず
苦
笑
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
表
現
の
仕
方
も
い
ろ
い
ろ

あ
る
も
の
で
す
ね
。
▼
今
月
号

の
み
ん
な
の
広
場
で
は
、
小
学

生
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ユ
ニ
ー
ク

な
川
柳
の
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
か
ら

の
投
稿
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

ど
し
ど
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

１
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　 

利
光

　
　

▼
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
付
け
た
の
で
、
香

川
に
遊
び
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

高
速
料
金
は
往
復
で
２
千
円
。「
付

け
た
も
ん
だ
け
安
く
な
る
ん
や

こ
、
不
公
平
じ
ゃ
〜
」
と
主
張

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
金
額

を
見
た
ら
「
そ
り
ゃ
付
け
ん
と

お
え
ん
じ
ゃ
ろ
」
と
あ
っ
さ
り

普
及
推
進
派
へ
。
現
金
で
す
。

▼
「
よ
ー
し
、
た
く
さ
ん
遊
び

に
行
く
ぞ
ー
！
」
と
言
い
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
ガ
ソ
リ
ン
代

が
な
い
の
で
、
い
や
い
や
、
エ

コ
の
た
め
、
や
っ
ぱ
り
自
転
車

で
お
出
か
け
で
す
。
　
　
ナ
ベ

　
　 編

集

後

記

せ
と
う
ち
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地
球
に

や
さ
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
新
し

い
電
話
帳
を
お
届
け
し
た
際
に
古
い

電
話
帳
を
回
収
し
、
そ
れ
を
新
し
い

電
話
帳
の
原
材
料
に
す
る
「
電
話
帳

　

音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す 

　
瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

次
の
３
つ
の
機
関
が
発
行
し
て
い
る

広
報
紙
な
ど
の
音
訳
テ
ー
プ
を
、
視

覚
に
障
害
を
お
持
ち
の
人
を
対
象
に

無
料
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
音
訳
テ
ー
プ
は
、
市
内

で
活
動
し
て
い
る
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
「
レ
デ
ィ
ボ
イ
ス
」
、
「
邑
久

高
校
演
劇
部
」
、
「
長
船
中
学
校
放

送
部
」
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
音
訳
テ
ー
プ
を
希
望
す
る
人
は
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
長
船
支
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
音
訳
テ
ー
プ

・
「
広
報
せ
と
う
ち
」

　
瀬
戸
内
市
広
報
紙

・
「
せ
と
う
ち
社
協
通
信
」

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
広
報
誌

・
「
は
ば
た
き
」
　

　
県
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会
発
行
誌

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
船
支
所

　
　
０
８
６
９
―
２
６
―
３
１
０
０

ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
リ
サ
イ
ク
ル
」

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け

し
た
際
に
、
配
達
員
に
古
い
電
話
帳

を
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
配
達
し
た
際
に
ご
不
在
の

場
合
は
、
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す

の
で
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
お
届
け
内
容
や
配
達
冊
数

の
変
更
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　
　
０
１
２
０
―
５
０
６
―
３
０
９

△児玉時代さん（邑久町本庄） △山本敏子さん（牛窓町牛窓）

投
稿
募
集
中
！

①
イ
ラ
ス
ト
・
絵
手
紙

②
短
歌
・
俳
句
・
詩

③
子
ど
も
や
ペ
ッ
ト
の
写
真

④
イ
ベ
ン
ト
案
内
の
告
知
　
　 

な
ど

☆
応
募
方
法

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（
１
歳

の
赤
ち
ゃ
ん
は
写
真
と
両
親
の
名
前
、

赤
ち
ゃ
ん
の
生
年
月
日
、
両
親
か
ら

の
ひ
と
こ
と
）
を
明
記
の
上
、
は
が

き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で

市
企
画
振
興
課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合

は
、
そ
の
旨
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。

☆
留
意
点

 

・
掲
載
の
都
合
上
、
投
稿
作
品
を
す
べ

　
て
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

・
原
則
と
し
て
、
原
稿
や
作
品
は
返
却

　
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
市
企
画
振
興
課

　
〒
７
０
１
―
４
２
９
２

　
瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０
―

１

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
０
３
１

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
３
３
０
４

　
電
子
メ
ー
ル

　h
iro
b
a@
city.seto

u
ch
i.lg
.jp

：

FAX

水
田
　
有
美 

ち
ゃ
ん

（
長
船
町
福
岡
）

平
成
20
年
３
月
11
日
生

ゆ
　
み

☆両親　勇・千春さん

☆両親から　元気で優しい男の子に育ってね

長
田
　
光
佑 

ち
ゃ
ん

（
長
船
町
土
師
）

平
成
19
年
12
月
20
日
生

こ
う
す
け

☆両親　智和・恵さん
☆両親から　色んなことにチャレンジして元気
　に育ってね。今年は海で泳げるようになろう！？

渡
邉
　
帆
南 

ち
ゃ
ん

（
邑
久
町
下
山
田
）

平
成
19
年
８
月
25
日
生

ほ 

な
み


